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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステルを含む透明な基体であって、少なくとも第１表面と第２表面とを含む基体
と；
　前記第１表面上に配置された少なくとも１つのアンダ層であって、ゼラチンと少なくと
も１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体とを含む少なくとも１つのアンダ層と；
　前記少なくとも１つのアンダ層上に配置された少なくとも１つの受像層であって、少な
くとも１つの無機粒子と、少なくとも１つのヒドロキシル基を含む少なくとも１つの水溶
性または水分散性ポリマとを含む少なくとも１つの受像層と；および
　前記第２表面上に配置された少なくとも１つのバックコート層であって、ゼラチンと、
少なくとも１つの熱可塑性ポリマコアおよび少なくとも１つのコロイド状シリカシェルを
含む少なくとも１つのコア・シェル粒子とを含む少なくとも１つのバックコート層と；
　を含む、透明なインクジェット記録フィルム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのバックコート層が、少なくとも１つの他の親水性コロイドをさら
に含む、請求項１記載の透明なインクジェット記録フィルム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのコア・シェル粒子が少なくとも１００ｍｇ／ｍ２の乾燥付着量を
含む、請求項１記載の透明なインクジェット記録フィルム。
【請求項４】
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　前記少なくとも１つの無機粒子が、ベーマイトアルミナと、ポリ（ビニルアルコール）
を含む前記少なくとも１つの水溶性または水分散性ポリマとを含む、請求項１記載の透明
なインクジェット記録フィルム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの受像層が少なくとも４９ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量を含む
、請求項１記載の透明なインクジェット記録フィルム。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの熱可塑性ポリマコアがスチレンアリルアルコールコポリマを含む
、請求項１記載の透明なインクジェット記録フィルム。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのバックコート層が少なくとも１つの硬化剤をさらに含む、請求項
１記載の透明なインクジェット記録フィルム。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのバックコート層が少なくとも第１バックコート層と第２バックコ
ート層とを含み、前記第１バックコート層が前記第２バックコート層と前記透明な基体の
前記第２表面との間に配置され、
　前記第１バックコート層がゼラチンと前記少なくとも１つの硬化剤とを含み、前記第２
バックコート層がゼラチンと前記少なくとも１つのコア・シェル粒子とを含む、請求項１
記載の透明なインクジェット記録フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透明なインクジェット記録フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　透明なインクジェット記録フィルムは多くの場合、透明な支持体の一方または両方の側
で１以上の受像層を使用する。透明なフィルム上に印刷する場合に高い画像濃度を得るた
めには、多くの場合、不透明なフィルムに必要であるよりも多くのインクが施用される。
より多くの印刷インクに適合可能であるために、受像層の厚さは不透明なフィルムの厚さ
よりも厚くなる可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６，６３０，２８３号明細書
【特許文献２】米国特許第５，７９５，７０８号明細書
【特許文献３】米国特許第３，１４３，４２１号明細書
【特許文献４】米国特許第６，５５５，３０１号明細書
【特許文献５】米国特許第６，４５７，８２４号明細書
【特許文献６】米国特許第４，３６５，４２３号明細書
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Research Disclosure, No. 308119, Dec. 1989, pp. 1007-08
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本出願の組成物および方法は、受像層厚さが増加した透明なインクジェット記録フィル
ムを提供することができる。そのようなフィルムは、高い最大光学密度、急速なインク乾
燥、低カール、コーティング層と基体との間の優れた付着性、および画像化後の隣接する
インクジェット記録フィルム間の無視できるインク転移を示す可能性がある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　少なくとも１つの実施形態は、ポリエステルを含む透明な基体を含む透明なインクジェ
ット記録フィルムを提供し、この場合、基体は少なくとも第１表面および第２表面を含む
。透明なインクジェット記録フィルムは、第１表面上に配置された少なくとも１つのアン
ダ層をさらに含んでもよく、この場合、少なくとも１つのアンダ層は、ゼラチンおよび少
なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体を含む。透明なインクジェット記録フィル
ムは、少なくとも１つのアンダ層上に配置された少なくとも１つの受像層を含んでもよく
、この場合、少なくとも１つの受像層は、少なくとも１つの無機粒子と、少なくとも１つ
のヒドロキシル基を含む少なくとも１つの水溶性または水分散性ポリマとを含む。透明な
インクジェット記録フィルムは、第２表面上に配置された少なくとも１つのバックコート
層をさらに含んでもよく、この場合、少なくとも１つのバックコート層は、少なくとも１
つの熱可塑性ポリマを含む少なくとも１つのコア・シェル粒子を含む。
【０００７】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つの熱可塑性ポリマは、例えば
、スチレンアリルアルコールコポリマを含む可能性がある。
【０００８】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのコア・シェル粒子は、例え
ば、スチレンアリルアルコールポリマコアとコロイド状シリカシェルとを含む。
【０００９】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのコア・シェル粒子は、少な
くとも約１００ｍｇ／ｍ２の乾燥付着量を含む。場合によっては、少なくとも１つのコア
・シェルポリマは、少なくとも約１２０ｍｇ／ｍ２の乾燥付着量、例えば、少なくとも約
１２０ｍｇ／ｍ２かつ約２００ｍｇ／ｍ２未満の乾燥付着量を含む可能性がある。または
、少なくとも１つのコア・シェルポリマは、例えば、少なくとも約１００ｍｇ／ｍ２かつ
約１０００ｍｇ／ｍ２未満の乾燥付着量、もしくは少なくとも約１００ｍｇ／ｍ２かつ約
５００ｍｇ／ｍ２未満の乾燥付着量を含み得る。
【００１０】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層は、少なく
とも１つの他の親水性コロイド、例えば、カルボキシメチラートカゼインナトリウムまた
はポリアクリルアミドをさらに含む可能性がある。場合によっては、少なくとも１つのバ
ックコート層は、カルボキシメチラートカゼインナトリウムおよびポリアクリルアミドの
両方を含む可能性がある。
【００１１】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層は、少なく
とも１つのポリシロキサンをさらに含む可能性がある。
【００１２】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層は、少なく
とも１つの硬化剤、例えば、ビス（ビニルスルホニル）メタンまたはクロムミョウバンを
さらに含む可能性がある。場合によっては、少なくとも１つのバックコート層は、ビス（
ビニルスルホニル）メタンおよびクロムミョウバンの両方を含む可能性がある。
【００１３】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層は、少なく
とも１つの第１層および少なくとも１つの第２層を含む可能性があり、この場合、少なく
とも１つの第１層が少なくとも１つの第２層と基体の第２表面との間に配置されている。
少なくとも１つの第１層は、例えば、ゼラチンおよび少なくとも１つの第１硬化剤、例え
ば、ビス（ビニルスルホニル）メタンを含む可能性がある。少なくとも１つの第２層は、
例えば、ゼラチンおよび少なくとも１つのコア・シェル粒子を含む可能性がある。場合に
よっては、少なくとも１つの第２層は、少なくとも１つのカルボキシメチラートカゼイン
ナトリウムもしくはポリアクリルアミドを含む少なくとも１つの他の親水性コロイドをさ
らに含むか、または、例えば少なくとも１つの第２層は、カルボキシメチラートカゼイン
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ナトリウムおよびポリアクリルアミドの両方を含む可能性がある。少なくとも数例におい
て少なくとも１つの第２層は、少なくとも１つのポリシロキサンをさらに含む。場合によ
っては、少なくとも１つの第２層は、少なくとも１つの第２硬化剤、例えば、クロムミョ
ウバンをさらに含む。
【００１４】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つの無機粒子は、例えば、ベー
マイトアルミナを含み得る。
【００１５】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘
導体は、四ホウ酸ナトリウムの少なくとも一水和物、例えば、四ホウ酸ナトリウム十水和
物を含む可能性がある。
【００１６】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つの水溶性または水分散性ポリ
マは、例えば、ポリ（ビニルアルコール）を含む可能性がある。
【００１７】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つの受像層は、少なくとも約４
９ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量を含む可能性がある。
【００１８】
　そのような透明なインクジェット記録フィルムは、場合によっては、５．７ｐｓｉでの
圧力の圧迫および８５％の相対湿度に７日間供された場合、３９０の１／４インチ×１／
４インチの正方形に基づいて、０個のインク転移測定値を示す可能性がある。あるいは、
そのようなフィルムは、例えば、０．０８１ｐｓｉの圧力での圧迫および８６％の相対湿
度に４日間供された場合に、３９０の１／８インチ×１／８インチの正方形に基づいて、
０個のインク転移の測定値を示す可能性がある。
【００１９】
　少なくともいくつかの実施形態は、透明な基体の第１表面と少なくとも１つのアンダ層
との間に配置された少なくとも１つの第１サビング層をさらに含むそのような透明なイン
クジェット記録フィルムを提供する。そのような第１サビング層は、場合によっては、ゼ
ラチンと少なくとも１つの第１ポリマ艶消し剤とを含んでもよい。そのようなポリマ艶消
し剤は、例えば、ポリ（メチルメタクリレート－コ－エチレングリコールジメタクリレー
ト）を含んでもよい。
【００２０】
　少なくともいくつかの実施形態において、そのような透明なインクジェット記録フィル
ムは、透明な基体の第２表面と少なくとも１つのバックコート層との間に配置された少な
くとも１つの第２サビング層をさらに含んでもよい。そのような第２サビング層は、場合
によっては、ゼラチンと少なくとも１つの第２ポリマ艶消し剤とを含んでもよい。そのよ
うなポリマ艶消し剤は、例えば、ポリ（メチルメタクリレート－コ－エチレングリコール
ジメタクリレート）を含んでもよい。
【００２１】
　ある実施形態は、少なくとも１つの第１サビング層と透明な基体の少なくとも１つの第
１表面との間、または少なくとも１つの第２サビング層と透明な基体の少なくとも１つの
第２表面との間に配置された少なくとも１つのプライマ層をさらに提供する。そのような
プライマ層は、場合によっては、少なくとも１つのラテックスポリマと少なくとも１つの
接着促進剤とを含んでもよい。そのようなラテックスポリマは、例えば、ポリ（塩化ビニ
リデン－コ－メチルアクリレート－コ－イタコン酸）を含む可能性がある。少なくともい
くつかの実施形態において、少なくとも１つの接着促進剤は、例えば、レゾルシノールを
含んでもよい。
【００２２】
　これらの実施形態ならびに他の変形および修飾は、詳細な説明、例示的実施形態、実施
例、およびそれに続く特許請求の範囲からよりよく理解することができる。提供される任
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意の実施形態は、単に実例として提供される。本質的に達成される他の望ましい目的およ
び利点を当業者は思いつくことができるか、または当業者には明らかになる可能性がある
。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本文書で引用される全ての刊行物、特許、および特許文献は、参照することによって個
々に組み入れられるかのように、それらの全体として参照することによって本明細書中に
組み込まれる。
【００２４】
　２０１０年１０月２２日付で出願された、標題「透明なインクジェット記録フィルム、
組成物、および方法」の米国特許仮出願番号第６１／４０５，６７１号、２０１０年１１
月２２日付で出願された、標題「透明なインクジェット記録フィルム、組成物、および方
法」の米国特許仮出願番号第６１／４１５，９５４号、ならびに２０１１年５月２７日付
で出願された、標題「透明なインクジェット記録フィルム、組成物、および方法」の米国
特許仮出願番号第６１／４９０，６１９号は、それぞれその全体が参照することによって
本明細書中に組み込まれる。
【００２５】
＜序論＞
　インクジェット記録フィルムは、印刷中にインクジェットプリンタからインクを受容す
る少なくとも１つの受像層と、不透明または透明であり得る基体または支持体とを含んで
もよい。不透明支持体は、反射バッキングによって反射された光を用いて見ることができ
るフィルムで用いることができ、一方、透明な支持体は、フィルムを通して透過する光を
用いて見ることができるフィルムで使用することができる。
【００２６】
　いくつかの医学画像適用は、高い画像濃度を必要とする。反射フィルムに関して、高い
画像濃度は、画像化されたフィルム中への経路と、反射バッキングから画像化フィルムの
外へと戻る光の経路との両方で吸収される光によって達成される可能性がある。その一方
で、透明なフィルムについては、反射バッキングがないために、高い画像濃度の達成には
、不透明なフィルムについて一般的であるよりも多量のインクの適用が必要である可能性
がある。
【００２７】
　印刷中のそのような量のインクの適用は、印刷後に除去しなければならない分散媒の量
を増大させる。多くのインクジェットプリンタの高処理量のために、そのような分散媒の
除去は不完全である可能性があり、おそらくはその結果、メディアが湿り、１枚のメディ
アシートの像担持層と隣接するシートのバックコート層とが付着する。場合によっては、
インクが２枚のシート間で転移して、印刷画像の品質に影響を及ぼす可能性がある。
【００２８】
　さらに重い受像層コーティング重量の使用は、乾燥性能を改善できる１つの因子である
ことが判明しているが、そのような高コーティング重量は最終用途フィルムに許容できな
いカールを導入する可能性がある。
【００２９】
　例えば、少なくとも約２．８の光学密度に印刷された場合に、許容できないカールを示
すことなく、優れたインク乾燥およびインク転移性能を提供する透明なインクジェットフ
ィルム、組成物、および方法が提供される。
【００３０】
＜透明なインクジェットフィルム＞
　透明なインクジェット記録フィルムは当該技術分野で公知である。例えば、２０１１年
７月６日付で出願されたＳｉｍｐｓｏｎらの米国特許出願第１３／１７６，７８８号「透
明なインクジェット記録フィルム」および２０１１年８月１２日付で出願されたＳｉｍｐ
ｓｏｎらの米国特許出願第１３／２０８，３７９号「透明なインクジェット記録フィルム
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、組成物、および方法」（どちらも、それらの全体が参照することによって本明細書中に
組み込まれる）を参照のこと。
【００３１】
　透明なインクジェット記録フィルムは、１以上の透明な基体を含んでもよい。いくつか
の実施形態において、フィルムは、１以上の透明な基体の第１表面上にコーティングされ
た少なくとも１つのプライマ層を含んでもよい。他の実施形態において、フィルムは、１
以上の透明な基体の第１表面上にコーティングされた少なくとも１つのサビング層を含ん
でもよい。さらに他の実施形態において、フィルムは、１以上の透明な基体の第１表面上
にコーティングされた少なくとも１つのプライマ層と少なくとも１つのプライマ層上にコ
ーティングされた少なくとも１つのサビング層とを含んでもよい。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、フィルムは、１以上の透明な基体の第２表面上にコーテ
ィングされた少なくとも１つのプライマ層を含んでもよい。他の実施形態において、フィ
ルムは１以上の透明な基体の第２表面上にコーティングされた少なくとも１つのサビング
層を含んでもよい。さらに他の実施形態において、フィルムは、１以上の透明な基体の第
２表面上にコーティングされた少なくとも１つのプライマ層と、少なくとも１つのプライ
マ層上にコーティングされた少なくとも１つのサビング層とを含んでもよい。
【００３３】
　他の実施形態において、少なくとも１つのプライマ層を１以上の透明な基体の第１表面
および第２表面の両方にコーティングしてもよい。または、少なくとも１つのサビング層
を１以上の透明な基体の第１表面および第２表面の両方にコーティングしてもよい。また
は、少なくとも１つのプライマを１以上の透明な基体の第１表面および第２表面の両方に
コーティングし、少なくとも１つのサビング層を少なくとも１つのプライマ層のそれぞれ
の上にコーティングしてもよい。
【００３４】
　透明なインクジェット記録フィルムは、基体の第１表面上に配置された１以上のアンダ
層を含んでもよい。そのようなアンダ層は、場合によっては、透明な基体の第１表面上に
直接コーティングしてもよい。または、他の場合では、そのようなアンダ層を少なくとも
１つのサビング層上にコーティングしてもよく、そのサビング層を次に透明な基体の第１
表面上に直接コーティングしてもよい。または、さらに他の場合では、そのようなアンダ
層を少なくとも１つのサビング層上にコーティングしてもよく、このサビング層を次に１
以上のプライマ層上にコーティングしてもよい、このプライマ層を次に透明な基体の第１
表面上にコーティングしてもよい。そのようなアンダ層を、場合によっては、さらに加工
する前に乾燥してもよい。
【００３５】
　フィルムは、少なくとも１つのアンダ層上にコーティングされた１以上の受像層をさら
に含んでもよい。そのような受像層は一般的にコーティング後に乾燥される。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、フィルムは、当業者によって理解されるように、さらな
る層、例えば１以上のバックコート層またはオーバーコート層をさらに含んでもよい。そ
のようなバックコート層は、場合によっては、透明な基体の第２表面上に直接コーティン
グしてもよい。または、他の場合では、そのようなバックコート層を少なくとも１つのサ
ビング層上にコーティングしてもよく、これを次に透明な基体の第２表面上に直接コーテ
ィングしてもよい。または、さらに他の場合では、そのようなバックコート層を少なくと
も１つのサビング層上にコーティングしてもよく、このサビング層を次に１以上のプライ
マ層上にコーティングしてもよく、これを次に透明な基体の第２表面上にコーティングし
てもよい。
【００３７】
＜透明な基体＞
　透明な基体は、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、酢
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酸セルロース、他のセルロースエステル、ポリビニルアセタール、ポリオレフィン、ポリ
カーボネート、ポリスチレンなどのポリマ材料から作製された柔軟な透明フィルムであっ
てもよい。いくつかの実施形態において、良好な寸法安定性を示すポリマ材料、例えば、
ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、他のポリエステル、またはポ
リカーボネートを使用することができる。
【００３８】
　透明な基体の例は、Ｓｉｍｐｓｏｎらの米国特許第６，６３０，２８３号（全体として
参照することによって本明細書中に組み込まれる）で記載されているものなどの透明な多
層ポリマ支持体である。透明な支持体のさらに他の例は、Ｂｏｕｔｅｔの米国特許第５，
７９５，７０８号（全体として参照することによって本明細書中に組み込まれる）に記載
されているものなどの二色性ミラー層を含むものである。
【００３９】
　透明な基体は、場合によって、様々な背景色および画像の色調を提供するために、着色
剤、顔料、染料などを含んでもよい。例えば、医学画像応用では、青色着色染料が一般的
に用いられる。当業者には理解されるように、これらや他の成分が場合によって透明な基
体中に含まれていてもよい。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、透明な基体は、連続的または半連続的なウェブとして提
供されてもよく、これは連続的または半連続的なプロセスにおいてさまざまなコーティン
グ、乾燥、および切断ステーションを通過する。
【００４１】
＜基体処理＞
　いくつかの実施形態において、透明な基体の１以上の表面を処理して、フィルムの隣接
する層に対する付着性を改善することができる。そのような表面処理には、限定されない
が、化学的処理、機械的処理、コロナ放電、火炎処理、ＵＶ照射、高周波処理、グロー放
電、プラズマ処理、酸処理、オゾン酸化、電子線処理などが含まれる。これらや他のその
ような表面処理は当業者には公知である。
【００４２】
＜プライマ層＞
　いくつかの実施形態において、１以上のプライマ層を用いて、透明な基体の他の層に対
する付着性を改善することができる。一般的に、そのようなプライマ層は、存在する場合
、１以上の基体表面と隣接し、他の層はプライマ層上に配置されている。プライマ層を基
体表面処理と組み合わせて、または基体表面処理の代わりに用いてもよい。いくつかの実
施形態において、プライマ層は、乾量基準で約０．１１２ｇ／ｍ２のコーティング厚さを
含んでもよい。そのようなプライマ層は、例えば、アンダ層や受像層の適用に関して記載
したものと類似のプロセスを用いてコーティングし、乾燥することができる。
【００４３】
　そのようなプライマ層は、接着促進剤、例えば、フェノール、レゾルシノール、オルシ
ノール、カテコール、ピロガロール、２，４－ジニトロフェノール、２，４，６－トリニ
トロフェノール、４－クロロレゾルシノール、２，４－ジヒドロキシトルエン、１，３－
ナフタレンジオール、１－ナフトール－４－スルホン酸のナトリウム塩、ｏ－フルオロフ
ェノール、ｍ－フルオロフェノール、７－フルオロフェノール、ｏ－粘土ゾール、ｐ－ヒ
ドロキシベンゾトリフルオリド、没食子酸、１－ナフトール、クロロフェノール、ヘキシ
ルレゾルシノール、クロロメチルフェノール、ｏ－ヒドロキシベンゾトリフルオリド、ｍ
－ヒドロキシベンゾトリフルオリド、ｐ－クロロ－ｍ－キシレノールなどを含むがこれら
に限定されない、１以上のヒドロキシル基で置換されたフェノールまたはナフトール系化
合物を含んでもよい。接着促進剤の他の例としては、アクリル酸、ベンジルアルコール、
トリクロロ酢酸、ジクロロ酢酸、抱水クロラール、エチレンカーボネートなどが挙げられ
る。これらや他の接着促進剤は、単一の接着促進剤として、または２以上の接着促進剤の
混合物として用いることができる。
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【００４４】
　そのようなプライマ層は、１以上のポリマを含んでもよい。多くの場合、これらには、
例えば、カルボキシル、カルボニル、ヒドロキシ、スルホ、アミノ、アミド、エポキシま
たは酸無水物基などの極性基を分子中に有するモノマ、例えば、アクリル酸、アクリル酸
ナトリウム、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、ソルビン酸、無水イタコン酸、無
水マレイン酸、桂皮酸、メチルビニルケトン、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキ
シエチルメタクリレート、ヒドロキシクロロプロピルメタクリレート、ヒドロキシブチル
アクリレート、ビニルスルホン酸、ビニルベンゼンスルホン酸カリウム、アクリルアミド
、Ｎ－メチルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、アクリロイルモルホリン、ジメチルメ
タクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、ビニルピ
ロリドン、グリシジルアクリレート、もしくはグリシジルメタクリレートのポリマ、また
は前記モノマの他の共重合性モノマとのコポリマが含まれる。さらなる例は、例えば、エ
チルアクリレートもしくはブチルアクリレートなどのアクリル酸エステルのポリマ、メチ
ルメタクリレートもしくはエチルメタクリレートなどのメタクリル酸エステルのポリマ、
またはこれらのモノマの他のビニル系モノマとのコポリマ；あるいはイタコン酸、無水イ
タコン酸、マレイン酸もしくは無水マレイン酸などのポリカルボン酸の、スチレン、塩化
ビニル、塩化ビニリデンもしくはブタジエンなどのビニル系モノマとのコポリマ、あるい
はこれらのモノマの他のエチレン性不飽和モノマとのトリマである。接着促進層で用いら
れる材料は、多くの場合、塩化ビニリデンなどの塩化物基を含有するコポリマを含む。い
くつかの実施形態において、Ｎａｄｅａｕらの米国特許第３，１４３，４２１号（全体と
して参照することによって本明細書中に組み込まれる）で記載されるような、約８３重量
％の塩化ビニリデン、約１５重量％のメチルアクリレート、および約２重量％のイタコン
酸を含むモノマのターポリマを用いることができる。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、１以上のポリマをラテックス分散液として提供すること
ができる。そのようなラテックス分散液は、例えば、乳化重合によって調製することがで
きる。他の実施形態において、１以上のポリマを溶液重合によって調製し、それに続いて
ポリマを水中に分散させてラテックス分散液を形成することによって調製することができ
る。そのようなポリマは、ラテックス分散液として提供される場合、ラテックスポリマと
称される場合がある。
【００４６】
　１以上のプライマ層は、場合によって、１以上の界面活性剤、例えば、サポニンを含ん
でもよい。そのような界面活性剤は、１以上のラテックス分散液の一部として提供するこ
とができるか、またはそのような分散液中に存在し得る任意の界面活性剤に加えて提供す
ることもできる。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、１以上のプライマ層を透明な基体に適用した後、基体を
延伸することができる。そのような延伸は、透明な基体のガラス転移温度より高く、融点
よりも低い１以上の温度での一軸または二軸延伸を含み得る。
【００４８】
＜サビング層＞
　１以上のサビング層は、透明な基体の１以上の表面またはそのような表面上に配置され
た１以上のプライマ層に施用することができる。一般的に、そのようなサビング層は、存
在する場合、１以上のプライマ層が存在する場合にはそのプライマ層に隣接しているか、
または１以上のプライマ層が無い場合は１以上の基体表面に隣接している。いくつかの実
施形態において、例えば、１以上のプライマ層が基体表面を完全に覆っていない場合、１
以上のサビング層は、その基体表面と１以上のプライマ層との両方に隣接している可能性
がある。いくつかの実施形態において、サビング層は、乾量基準で、約０．１４３ｇ／ｍ
２のコーティング厚さを含み得る。そのようなサビング層は、例えば、アンダ層や受像層
の施用について記載したものと類似したプロセスを用いてコーティングし、乾燥すること
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ができる。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、１以上のサビング層は、ゼラチン、例えば、レギュラタ
イプＩＶウシゼラチン、アルカリ処理ゼラチン、酸処理ゼラチン、フタレート修飾ゼラチ
ン、ビニルポリマ修飾ゼラチン、アセチル化ゼラチン、脱イオン化ゼラチンなどを含み得
る。
【００５０】
　そのようなサビング層は、１以上のポリマを含み得る。いくつかの実施形態において、
そのようなポリマは、例えば、カルボキシル、カルボニル、ヒドロキシ、スルホ、アミノ
、アミド、エポキシもしくは酸無水物基などの極性基を分子中に含むモノマ、例えば、ア
クリル酸、アクリル酸ナトリウム、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、ソルビン酸
、無水イタコン酸、無水マレイン酸、桂皮酸、メチルビニルケトン、ヒドロキシエチルア
クリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシクロロプロピルメタクリレー
ト、ヒドロキシブチルアクリレート、ビニルスルホン酸、ビニルベンゼンスルホン酸カリ
ウム、アクリルアミド、Ｎ－メチルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、アクリロイルモ
ルホリン、ジメチルメタクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、ジアセトンアク
リルアミド、ビニルピロリドン、グリシジルアクリレート、またはグリシジルメタクリレ
ートのポリマ、あるいは前記モノマの他の共重合性モノマとのコポリマを含み得る。さら
なる例は、例えば、エチルアクリレートもしくはブチルアクリレートなどのアクリル酸エ
ステル、メチルメタクリレートもしくはエチルメタクリレートなどのメタクリル酸エステ
ルのポリマ、またはこれらのモノマの他のビニル系モノマとのコポリマ；あるいはイタコ
ン酸、無水イタコン酸、マレイン酸または無水マレイン酸などのポリカルボン酸の、スチ
レン、塩化ビニル、塩化ビニリデンもしくはブタジエンなどのビニル系モノマとのコポリ
マ、またはこれらのモノマと他のエチレン性不飽和モノマとのトリマである。いくつかの
実施形態において、接着促進層で用いられる材料は、塩化物基を含有する１以上のモノマ
、例えば塩化ビニリデンのポリマを含む。いくつかの実施形態において、サビング層は、
１以上のポリマ艶消し剤を含む１以上のポリマを含み得る。そのようなポリマ艶消し剤は
、Ｓｍｉｔｈらの米国特許第６，５５５，３０１号（全体として参照することによって本
明細書中に組み込まれる）で記載されている。
【００５１】
　そのようなサビング層は、１以上の硬化剤（ｈａｒｄｅｎｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）または
架橋剤を含み得る。そのような硬化剤は、場合によっては、硬化剤（ｈａｒｄｅｎｅｒ）
と称される。いくつかの実施形態において、そのような硬化剤としては、例えば、１，２
－ビス（ビニルスルホニルアセトアミド）エタン、ビス（ビニルスルホニル）メタン、ビ
ス（ビニルスルホニルメチル）エーテル、ビス（ビニルスルホニルエチル）エーテル、１
，３－ビス（ビニルスルホニル）プロパン、１，３－ビス（ビニルスルホニル）－２－ヒ
ドロキシプロパン、１，１，－ビス（ビニルスルホニル）エチルベンゼンスルホン酸ナト
リウム塩、１，１，１－トリス（ビニルスルホニル）エタン、テトラキス（ビニルスルホ
ニル）メタン、トリス（アクリルアミド）ヘキサヒドロ－ｓ－トリアジン、コポリ（アク
ロレイン－メタクリル酸）、グリシジルエーテル、アクリルアミド、ジアルデヒド、ブロ
ックトジアルデヒド、アルファ－ジケトン、活性エステル、スルホン酸エステル、活性ハ
ロゲン化合物、ｓ－トリアジン、ジアジン、エポキシド、ホルムアルデヒド、ホルムアル
デヒド縮合生成物無水物、アジリジン、活性オレフィン、ブロックト活性オレフィン、混
合官能基硬化剤、例えば、ハロゲン置換アルデヒド酸、他の硬化官能基を含むビニルスル
ホン、２，３－ジヒドロキシ－１，４－ジオキサン、カリウムクロムミョウバン、ポリマ
硬化剤、例えば、ポリマアルデヒド、ポリマビニルスルホン、ポリマブロックトビニルス
ルホンおよびポリマ活性ハロゲンを挙げることができる。
【００５２】
　そのようなサビング層は１以上の界面活性剤を含み得る。いくつかの実施形態において
、そのような界面活性剤は、例えば、アニオン性表面活性剤、例えば、８～１８個の炭素
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原子のアルコール硫酸のアルカリ金属またはアンモニウム塩；エタノールアミンラウリル
硫酸塩；エチルアミノラウリル硫酸塩；パラフィン油のアルカリ金属およびアンモニウム
塩；例えば、ドデカン－１－スルホン酸、オクタジエン－１－スルホン酸などの芳香族ス
ルホン酸のアルカリ金属塩；例えば、イソプロピルベンゼン硫酸ナトリウム、イソブチル
ナフタレン硫酸ナトリウムなどのアルカリ金属塩；およびスルホン化ジカルボン酸のエス
テルのアルカリ金属塩またはアンモニウム塩、例えば、ジオクチルスルホコハク酸ナトリ
ウム、ジオクタデシルスルホコハク酸二ナトリウムなど；非イオン性表面活性剤、例えば
、サポニン、ソルビタンアルキルエステル、ポリエチレンオキシド、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルなど；カチオン性表面活性剤、例えば、オクタデシルアンモニウムクロ
リド、トリメチルドセシル（ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｄｏｓｅｃｙｌ）アンモニウムクロリド
など；ならびに前述のもの以外の高分子表面活性剤、例えば、ポリビニルアルコール、部
分鹸化酢酸ビニル、マレイン酸含有コポリマなどを含み得る。
【００５３】
　そのようなサビング層は、例えば、水性ミックスからコーティングすることができる。
いくつかの実施形態において、そのようなミックス中の水の一部を１以上の水混和性溶媒
で置換してもよい。そのような溶媒としては、例えば、アセトンまたはメチルエチルケト
ンなどのケトン、エタノール、メタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、およ
びブタノールなどのアルコールなどを挙げることができる。
【００５４】
＜ポリマ艶消し剤＞
　いくつかの実施形態において、１以上のサビング層は、１以上のポリマ艶消し剤を含む
１以上のポリマを含み得る。そのようなポリマ艶消し剤は、Ｓｍｉｔｈらの米国特許第６
，５５５，３０１号（全体として参照することによって本明細書中に組み込まれる）に記
載されている。ポリマ艶消し剤は、例えば、約１．２～約３マイクロメートルの平均粒子
サイズおよび、例えば示差走査熱量測定により２０℃／分の走査速度で測定される熱容量
の変化の開始によって示される少なくとも約１３５℃または少なくとも約１５０℃のガラ
ス転移温度を有し得る。いくつかの実施形態において、ポリマ艶消し剤は、（Ａ）１以上
の多官能性エチレン性不飽和重合性アクリレートまたはメタクリレートから誘導される繰
り返し単位と、（Ｂ）１つだけの重合部位を有する１以上の一官能性エチレン性不飽和重
合性アクリレートまたはメタクリレートから誘導される繰り返し単位とのコポリマを含み
得る。そのようなコポリマは、例えば、約１０～約３０重量％の（Ａ）繰り返し単位と約
７０～約９０重量％の（Ｂ）繰り返し単位とを含む組成を有し得る。そのようなコポリマ
は、少なくとも約５重量％の（Ａ）繰り返し単位、または少なくとも約１０重量％の（Ａ
）繰り返し単位、または約３０重量％までの（Ａ）繰り返し単位、または約５０重量％ま
での（Ａ）繰り返し単位を含む組成を有し得る。そのようなコポリマは、少なくとも約５
０重量％の（Ｂ）繰り返し単位、または少なくとも約７０重量％の（Ｂ）繰り返し単位、
または約９０重量％までの（Ｂ）繰り返し単位または約９５重量％までの（Ｂ）繰り返し
単位を含む組成を有し得る。
【００５５】
　（Ａ）によって表されるエチレン性不飽和モノマには、重合または反応して、ポリママ
トリックス内で架橋部位を形成することができる２以上の官能基を有するエチレン性不飽
和重合性化合物が含まれる。したがって、そのようなモノマは、重合および架橋のために
用いられる部分に関して、「多官能性」と見なされる。この種類の代表的なモノマとして
は、芳香族ジビニル化合物（例えば、ジビニルベンゼン、ジビニルナフタレン、およびそ
れらの誘導体）、ジエチレンカルボン酸エステル（すなわち、アクリレートおよびメタク
リレート）ならびにアミド（例えば、エチレングリコールジメタクリレート、ジエチレン
グリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、エチレングリ
コールジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオー
ルジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ペンタエリスリトール
テトラアクリレート、ネオペンチルグリコールジメタクリレート、アリルメタクリレート
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、アリルアクリレート、ブテニルアクリレート、ウンデシルメタクリレート、１，４－ブ
タンジオールジメタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、トリメチ
ロールプロパントリアクリレート、１，３－ジブタンジオールジメタクリレート、メチレ
ン－ビスアクリルアミド、およびヘキサメチレン－ビスアクリルアミド）、ジエン（例え
ば、ブタジエンおよびイソプレン）、他のジビニル化合物、例えば、ジビニルスルフィド
およびジビニルスルホン化合物、ならびに当業者には容易に明かである他の化合物が挙げ
られるが、これらに限定されるものではない。２以上のこれらのモノマを使用して、艶消
し剤を調製することができる。前述の多官能性アクリレートおよびメタクリレートは、本
発明の実施において好ましい。エチレングリコールジメタクリレート、１，６－ヘキサン
ジオールジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、トリメチロール
プロパントリメタクリレート、およびトリメチロールプロパントリアクリレートが特に好
ましい。エチレングリコールジメタクリレートが最も好ましい。
【００５６】
　（Ｂ）によって表されるエチレン性不飽和モノマとしては、重合または反応させて、ポ
リママトリックス内に架橋部位を形成することができる唯一の官能基を含む重合性化合物
が挙げられる。これらは、（Ａ）繰り返し単位によって定義されるモノマとの懸濁重合に
おいて重合することができる任意の他の公知モノマを含む。そのようなモノマとしては、
エチレン性不飽和炭化水素（例えば、エチレン、プロピレン、１－ブテン、イソブテン、
スチレン、α－メチルスチレン、ｍ－クロロメチルスチレン、ビニルトルエン、ビニルナ
フタレン、ｐ－メトキシスチレン、およびヒドロキシメチルスチレン）、カルボン酸のエ
チレン性不飽和エステル（例えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、安息香酸ビニル、
桂皮酸ビニル、および酪酸ビニル）、エチレン性不飽和モノカルボン酸もしくはジカルボ
ン酸アミドのエステル（例えば、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－メチルアクリ
ルアミド、Ｎ－エチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ－ｎ－ブチ
ルアクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、イタコン酸ジアミド、アクリルアミ
ド－２，２－ジメチルプロパンスルホン酸、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ－アク
リロイルモルホリン、およびＮ－アクリロイルピペリジン）、モノエチレン性不飽和ジカ
ルボン酸およびそれらの塩（例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、およびそ
れらの塩）、モノエチレン性不飽和化合物、例えば、アクリロニトリルおよびメタクリロ
ニトリル、ハロゲン化ビニル（例えば、塩化ビニル、フッ化ビニル、および臭化ビニル）
、ビニルエーテル（例えば、ビニルメチルエーテル、ビニルイソブチルエーテル、および
ビニルエチルエーテル）、ビニルケトン（例えば、ビニルメチルケトン、ビニルヘキシル
ケトン、およびメチルイソプロペニルケトン）、アクロレイン、ハロゲン化ビニリデン（
例えば、塩化ビニリデンおよびクロロフッ化ビニリデン）、Ｎ－ビニル化合物（例えば、
Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルカルバゾール、およびＮ－ビニ
ルインドール）、およびアルキルまたはアリールエステル、アミド、およびニトリル（す
なわち、アクリレートおよびメタクリレート、例えば、メチルメタクリレート、メチルア
クリレート、エチルメタクリレート、エチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、
イソブチルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチル
メタクリレート、ヘキシルアクリレート、ヘキシルメタクリレート、２－エチルヘキシル
アクリレート、ノニルメタクリレート、ベンジルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピ
ルメタクリレート、ならびに同じ酸のアミドおよびニトリル）、ならびに当業者には理解
される他の化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。そのようなモノマ
の混合物も使用することができる。アクリレートおよびメタクリレートは、（Ｂ）繰り返
し単位を得るための好ましいモノマである。メチルメタクリレート、イソブチルメタクリ
レート、およびメチルアクリレートが特に好ましく、メチルメタクリレートが最も好まし
い。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、ポリマ艶消し剤は、１以上の多官能性アクリレートまた
はメタクリレートおよび１以上の一官能性アクリレートまたはメタクリレートを用いて調
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製される。代表的な有用なポリマは次のとおりである（前記範囲内の重量比を有する）：
ポリ（メチルメタクリレート－コ－エチレングリコールジメタクリレート）、ポリ（メチ
ルメタクリレート－コ－１，６－ヘキサンジオールジアクリレート）、ポリ（メチルアク
リレート－コ－トリメチロールプロパントリアクリレート）、ポリ（イソブチルメタクリ
レート－コ－エチレングリコールジメタクリレート）、およびポリ（メチルアクリレート
－コ－１，６－ヘキサンジオールジアクリレート）である。
【００５８】
＜アンダ層コーティングミックス＞
　アンダ層は、少なくとも１つのアンダ層コーティングミックスを１以上のサビング層、
プライマ層、または透明な基体に施用することによって形成することができる。形成され
るアンダ層は、場合によっては、乾量基準で少なくとも約２．９ｇ／ｍ２の固形分、また
は乾量基準で少なくとも約３．０ｇ／ｍ２の固形分、または乾量基準で少なくとも約３．
５ｇ／ｍ２の固形分、または乾量基準で少なくとも約４．０ｇ／ｍ２の固形分、または乾
量基準で少なくとも約４．２ｇ／ｍ２の固形分、または乾量基準で少なくとも約５．０ｇ
／ｍ２の固形分、または乾量基準で少なくとも約５．８ｇ／ｍ２の固形分を含み得る。ア
ンダ層コーティングミックスはゼラチンを含み得る。少なくともいくつかの実施形態にお
いて、ゼラチンはレギュラタイプＩＶウシゼラチンであってよい。アンダ層コーティング
ミックスは、少なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体、例えば、ホウ酸ナトリウ
ム、四ホウ酸ナトリウム、四ホウ酸ナトリウム十水和物、ホウ酸、フェニルボロン酸、ブ
チルボロン酸などをさらに含み得る。複数の種類のホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体を、場
合によっては、アンダ層コーティングミックス中に含めることができる。いくつかの実施
形態において、ホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体を、例えば、約２ｇ／ｍ２までの量で用い
ることができる。少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのホウ酸塩ま
たはホウ酸塩誘導体とゼラチンとの比は、重量基準で約２０：８０～約１：１であり得る
か、または比は、重量基準で約０．４５：１であり得る。いくつかの実施形態において、
アンダ層コーティングミックスは、例えば、少なくとも約４重量％の固形分、または少な
くとも約９．２重量％の固形分を含み得る。アンダ層コーティングミックスは、例えば、
約１５重量％の固形分を含み得る。アンダ層コーティングミックスは、増粘剤も含み得る
。
【００５９】
　好適な増粘剤の例としては、例えば、アニオン性ポリマ、例えば、ポリスチレンスルホ
ン酸ナトリウム、ポリスチレンスルホネートの他の塩、スチレンスルホネート繰り返し単
位を含むコポリマの塩、アニオン性修飾ポリビニルアルコールなどが挙げられる。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、アンダ層コーティングミックスは、場合によって、他の
成分、例えば、ノニルフェノール、グリシジルポリエーテル、フルオロアクリルアルコー
ル置換ポリエチレン；ヒドロキシル末端フッ素化ポリエーテル；および非イオン性フルオ
ロ界面活性剤などの界面活性剤をさらに含み得る。いくつかの実施形態において、そのよ
うな界面活性剤は、アンダ層で測定する場合、約０．００１～約０．２０ｇ／ｍ２の量で
用いることができる。これらや他の任意のミックス成分は当業者には理解されるであろう
。
【００６１】
＜受像層コーティングミックス＞
　受像層は、少なくとも１つの受像層コーティングミックスを１以上のアンダ層コーティ
ングに施用することによって形成することができる。形成された受像層は、場合によって
は、乾量基準で少なくとも約４０ｇ／ｍ２の固形分、または乾量基準で少なくとも約４１
．３ｇ／ｍ２の固形分、または乾量基準で少なくとも約４５ｇ／ｍ２の固形分、または乾
量基準で少なくとも約４９ｇ／ｍ２の固形分を含み得る。受像コーティングミックスは、
少なくとも１つのヒドロキシル基を含む少なくとも１つの水溶性または分散性架橋性ポリ
マ、例えば、ポリ（ビニルアルコール）、部分的に加水分解されたポリ（酢酸ビニル／ビ
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ニルアルコール）、ヒドロキシエチルメタクリレートを含有するコポリマ、ヒドロキシエ
チルアクリレートを含有するコポリマ、ヒドロキシプロピルメタクリレートを含有するコ
ポリマ、ヒドロキシセルロースエーテル、例えば、ヒドロキシエチルセルロースなどを含
み得る。複数種の水溶性または水分散性架橋性ポリマを、場合によっては、アンダ層コー
ティングミックス中に含めることができる。いくつかの実施形態において、少なくとも１
つの水溶性または水分散性ポリマを、受像層で測定して、約１．０～約４．５ｇ／ｍ２ま
での量で用いることができる。
【００６２】
　受像層コーティングミックスは、例えば、金属酸化物、水和金属酸化物、ベーマイトア
ルミナ、粘土、焼成粘土、炭酸カルシウム、アルミノケイ酸塩、ゼオライト、硫酸バリウ
ムなどの少なくとも１つの無機粒子も含み得る。無機粒子の非限定的な例としては、シリ
カ、アルミナ、ジルコニア、およびチタニアが挙げられる。無機粒子の他の非限定的な例
としては、ヒュームドシリカ、ヒュームドアルミナ、およびコロイド状シリカが挙げられ
る。いくつかの実施形態において、ヒュームドシリカまたはヒュームドアルミナは直径約
５０ｎｍまでの一次粒子サイズを有し、凝集物は直径約３００ｎｍ未満であり、例えば、
直径約１６０ｎｍの凝集物である。いくつかの実施形態において、コロイド状シリカまた
はベーマイトアルミナは、直径約１５ｎｍ未満、例えば、直径１４ｎｍの粒子サイズを有
する。複数の種類の無機粒子を場合によっては受像コーティングミックス中に含めること
ができる。
【００６３】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つの受像層コーティングミック
ス中の無機粒子とポリマとの比は、例えば、重量基準で約８８：１２～約９５：５であり
得るか、または比は、重量基準で約９２：８であり得る。
【００６４】
　いくつかの実施形態において、２０１０年１０月１日付で出願されたＲｕｚｉｎｓｋｙ
による米国特許仮出願第６１／３８８，７８４号「透明なインクジェット記録フィルム、
組成物、および方法」（全体として参照することによって本明細書中に組み込まれる）で
記載されているように、１以上のエダクタ－ミキサを用いて、無機粒子を含む混合物を調
製することができる。
【００６５】
　高固形分フラクションを有するアルミナミックスから調製される受像層コーティング層
ミックスは、この適用で十分に機能することができる。しかしながら、高固形分アルミナ
ミックスは、一般的に、加工するには粘度が高くなりすぎる可能性がある。好適なアルミ
ナミックスは、例えば、２５重量％または３０重量％固形分で調製することができ、この
場合、そのようなミックスは、アルミナ、硝酸、および水を含み、そしてそのようなミッ
クスは、約３．０９未満、または約２．７３未満、または約２．１７～約２．７３のｐＨ
を含むことが見出された。調製の間、そのようなアルミナミックスを、場合によって、例
えば８０℃まで加熱してもよい。
【００６６】
　受像コーティング層ミックスはさらに、例えば、ノニルフェノール、グリシジルポリエ
ーテルフルオロアクリルアルコール置換ポリエチレン；ヒドロキシル末端フッ素化ポリエ
ーテル；および非イオン性フルオロ界面活性剤などの１以上の界面活性剤も含み得る。い
くつかの実施形態において、そのような界面活性剤を、受像層で測定して、例えば、約１
．５ｇ／ｍ２の量で用いることができる。いくつかの実施形態において、受像コーティン
グ層はさらに、場合によって、例えば、硝酸などの１以上の酸も含み得る。
【００６７】
　当業者には理解されるように、これらおよび成分を、場合によって受像コーティング層
ミックス中に含めることができる。
【００６８】
＜バックコート層コーティングミックス＞
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　バックコート層は、少なくとも１つのバックコートコーティングミックスを、１以上の
サビング層、プライマ層、または透明な基体に施用することによって形成することができ
る。いくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層コーティングミック
スを、アンダ層コーティングミックスまたは受像層コーティングミックスが施用される側
と反対の１以上の透明な基体の側に施用することができる。
【００６９】
　少なくとも１つのバックコート層コーティングミックスはゼラチンを含み得る。少なく
ともいくつかの実施形態において、ゼラチンはレギュラタイプＩＶウシゼラチンであり得
る。
【００７０】
　少なくとも１つのバックコート層コーティングミックスは、例えば、デキストラン、ア
ラビアゴム、ゼイン、カゼイン、ペクチン、コラーゲン誘導体、コロジオン、寒天、クズ
ウコン、アルブミンなどの他の親水性コロイドをさらに含み得る。親水性コロイドの他の
例は、水溶性ポリビニル化合物、例えば、ポリビニルアルコール、ポリアクリルアミド、
ポリメタクリルアミド、ポリ（Ｎ，Ｎ－ジメタクリルアミド）、ポリ（Ｎ－イソプロピル
アクリルアミド）、ポリビニルピロリドン）、ポリ（酢酸ビニル）、ポリアルキレンオキ
シド、例えば、ポリエチレンオキシド、ポリ（６，２－エチルオキサゾリン）、ポリスチ
レンスルホネート、ポリサッカライド、またはセルロース誘導体、例えば、カルボキシメ
チルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、それらのナトリウム塩などである。
【００７１】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層は、少なく
とも１つのカルボキシメチラートカゼインナトリウムまたはポリアクリルアミドを含む少
なくとも１つの他の親水性コロイドをさらに含み得る。ある例、少なくとも数例では、少
なくとも１つのバックコート層は、カルボキシメチラートカゼインナトリウムとポリアク
リルアミドとを含み得る。
【００７２】
　数例では、少なくとも１つのバックコート層は、少なくとも１つのポリシロキサンをさ
らに含み得る。そのような化合物は、それらの主鎖中にケイ素－酸素結合が存在するため
に、シリコーンと称される場合がある。
【００７３】
　少なくとも１つのバックコート層コーティングミックスは、少なくとも１つの熱可塑性
ポリマを含む少なくとも１つのコア・シェル粒子と、少なくとも１つのコロイド状無機粒
子とをさらに含んでもよく、この場合、少なくとも１つの熱可塑性物質の少なくとも一部
は、少なくとも１つのコロイド状無機粒子でコーティングされている。少なくとも１つの
熱可塑性ポリマは、コア材料と称される場合があり、少なくとも１つのコロイド状無機粒
子は、シェル材料と称される場合がある。そのようなコア・シェル粒子は、例えば、直径
が約０．５μｍ～約１０μｍであり得る。熱可塑性ポリマとコロイド状無機粒子との比は
、約５：１～約９９：１、または約１５：１～約５０：１であり得る。好適な熱可塑性ポ
リマの例としては、例えば、ポリエステル、アクリルポリマ、スチレンポリマなどが挙げ
られる。そのような熱可塑性ポリマは、ＡＳＴＭ　Ｅ２８環球法によって測定して、少な
くとも約５０℃、または約５０℃～約１２０℃の軟化点を有し得る。いくつかの実施形態
において、少なくとも１つの熱可塑性ポリマは、スチレンアリルアルコールコポリマを含
む。好適なコロイド状無機粒子の例としては、例えば、コロイド状シリカ、修飾コロイド
状シリカ、コロイド状アルミナなどが挙げられる。そのようなコロイド状無機粒子は、例
えば、直径約５ｎｍ～約１００ｎｍであり得る。好適なコア・シェル粒子のさらなる例は
、Ｗｅｘｌｅｒの米国特許第６，４５７，８２４号（全体として参照することによって本
明細書中に組み込まれる）に記載されている。
【００７４】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのコア・シェル粒子は、少な
くとも約１００ｍｇ／ｍ２の乾燥付着量を含む。場合によっては、少なくとも１つのコア
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・シェルポリマは、少なくとも約１２０ｍｇ／ｍ２の乾燥付着量、例えば、少なくとも約
１２０ｍｇ／ｍ２かつ約２００ｍｇ／ｍ２未満の乾燥付着量を含み得る。あるいは、少な
くとも１つのコア・シェルポリマは、例えば、少なくとも約１００ｍｇ／ｍ２かつ約５０
０ｍｇ／ｍ２未満の乾燥付着量、または少なくとも約１００ｍｇ／ｍ２かつ約１０００ｍ
ｇ／ｍ２未満の乾燥付着量を含み得る。
【００７５】
　少なくとも１つのバックコート層コーティングミックスは、場合によって、熱可塑性ポ
リマのコーティングとして供給することができる任意のものに加えて、コロイド状無機粒
子をさらに含み得る。
【００７６】
　少なくとも１つのバックコート層コーティングミックスは、少なくとも１つの硬化剤を
さらに含み得る。いくつかの実施形態において、例えば、バックコートコーティングミッ
クスタンクの下流のラインに位置するインラインミキサの上流に少なくとも１つの硬化剤
を添加することによって、コーティングミックスが基体に施用される際に、少なくとも１
つの硬化剤をコーティングミックスに添加することができる。いくつかの実施形態におい
て、そのような硬化剤は、例えば、１，２－ビス（ビニルスルホニルアセトアミド）エタ
ン、ビス（ビニルスルホニル）メタン、ビス（ビニルスルホニルメチル）エーテル、ビス
（ビニルスルホニルエチル）エーテル、１，３－ビス（ビニルスルホニル）プロパン、１
，３－ビス（ビニルスルホニル）－２－ヒドロキシプロパン、１，１，－ビス（ビニルス
ルホニル）エチルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩、１，１，１－トリス（ビニルスルホ
ニル）エタン、テトラキス（ビニルスルホニル）メタン、トリス（アクリルアミド）ヘキ
サヒドロ－ｓ－トリアジン、コポリ（アクロレイン－メタクリル酸）、グリシジルエーテ
ル、アクリルアミド、ジアルデヒド、ブロックトジアルデヒド、アルファ－ジケトン、活
性エステル、スルホネートエステル、活性ハロゲン化合物、ｓ－トリアジン、ジアジン、
エポキシド、ホルムアルデヒド、ホルムアルデヒド縮合生成物無水物、アジリジン、活性
オレフィン、ブロックト活性オレフィン、混合官能基硬化剤、例えば、ハロゲン置換アル
デヒド酸、他の硬化官能基を含有するビニルスルホン、２，３－ジヒドロキシ－１，４－
ジオキサン、カリウムクロムミョウバン、ポリマ硬化剤、例えば、ポリマアルデヒド、ポ
リマビニルスルホン、ポリマブロックトビニルスルホンおよびポリマ活性ハロゲンを含み
得る。いくつかの実施形態において、少なくとも１つの硬化剤は、例えば、ビス（ビニル
スルホニル）メタン、１，２－ビス（ビニルスルホニル）エタン、１，１－ビス（ビニル
スルホニル）エタン、２，２－ビス（ビニルスルホニル）プロパン、１，１－ビス（ビニ
ルスルホニル）プロパン、１，３－ビス（ビニルスルホニル）プロパン、１，４－ビス（
ビニルスルホニル）ブタン、１，５－ビス（ビニルスルホニル）ペンタン、１，６－ビス
（ビニルスルホニル）ヘキサンなどのビニルスルホニル化合物を含み得る。
【００７７】
　少なくともいくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層は、少なく
とも１つの第１層および少なくとも１つの第２層を含んでもよく、この場合、少なくとも
１つの第１層は、少なくとも１つの第２層と基体の第２表面との間に配置されている。少
なくとも１つの第１層は、例えば、ゼラチンおよび少なくとも１つの硬化剤、例えば、ビ
ス（ビニルスルホニル）メタンを含んでもよい。少なくとも１つの第２層は、例えば、ゼ
ラチンおよび少なくとも１つのコア・シェル粒子を含んでもよい。場合によっては、少な
くとも１つの第２層は、少なくとも１つのカルボキシメチラートカゼインナトリウムもし
くはポリアクリルアミドを含む少なくとも１つの他の親水性コロイドをさらに含むか、ま
たは、例えば少なくとも１つの第２層は、カルボキシメチラートカゼインナトリウムおよ
びポリアクリルアミドの両方を含んでもよい。少なくとも数例において、少なくとも１つ
の第２層は、少なくとも１つのポリシロキサンをさらに含む。場合によっては、少なくと
も１つの第２層は、例えば、クロムミョウバンなどの少なくとも１つの第２硬化剤をさら
に含む。
【００７８】
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　いくつかの実施形態において、少なくとも１つのバックコート層コーティングミックス
は、例えば、１以上のアニオン性界面活性剤、１以上のカチオン性界面活性剤、１以上の
フルオロ界面活性剤、１以上の非イオン性界面活性剤などの少なくとも１つの界面活性剤
をさらに含んでもよい。これらや他の任意のミックス成分は、当業者には理解されるであ
ろう。
【００７９】
＜コーティング＞
　例えば、プライマ層、サビング層、アンダ層、受像層、バックコート層などのコーティ
ングされた層は、ミックスから透明な基体上へコーティングすることができる。様々なミ
ックスは、例えば、水または有機溶媒などの同一または異なる溶媒を使用することができ
る。層は、１つずつコーティングしてもよいし、または２以上の層を同時にコーティング
してもよい。例えば、アンダ層コーティングミックスを支持体に施用するのと同時に、例
えば、スライドコーティングなどの方法を用いて、受像層を湿潤アンダ層に施用すること
ができる。
【００８０】
　少なくとも１つのバックコート層を、透明な基体の少なくとも１つのアンダ層コーティ
ングミックスおよび少なくとも１つの受像層コーティングミックスがコーティングされた
側と反対側にコーティングすることができる。少なくともいくつかの実施形態において、
２以上ミックスは、インラインミキサを用いて組み合わせ、混合して、コーティングを形
成することができ、これを基体に施用する。少なくとも１つのバックコート層を、少なく
とも１つのアンダ層もしくは少なくとも１つの受像層のいずれかの施用と同時に施用する
こともでき、または他の層の施用と関係なくコーティングすることもできる。
【００８１】
　層は、例えば、ディップ－コーティング、巻線ロッドコーティング、ドクターブレード
コーティング、エアナイフコーティング、グラビアロールコーティング、逆ロールコーテ
ィング、スライドコーティング、ビーズコーティング、押出コーティング、カーテンコー
ティングなどをはじめとする任意の好適な方法を用いてコーティングすることができる。
いくつかのコーティング方法の例は、例えば、Research Disclosure, No. 308119, Dec. 
1989, pp. 1007-08, (Research Disclosure, 145 Main St., Ossining, NY, 10562, http
://www.researchdisclosure.comから入手可能）に記載されている。
【００８２】
＜乾燥＞
　例えば、プライマ層、サビング層、アンダ層、受像層、バックコート層などのコーティ
ングされた層は、様々な公知方法を用いて乾燥することができる。いくつかの乾燥方法の
例は、例えば、Research Disclosure, No. 308119, Dec. 1989, pp. 1007-08, (Research
 Disclosure, 145 Main St., Ossining, NY, 10562, http://www.researchdisclosure.co
mから入手可能）で記載されている。いくつかの実施形態において、コーティング層は、
例えば、空気または窒素などの気体が通過する１以上の有孔プレートを通過する際に乾燥
させることができる。そのような衝突エアドライヤは、Ａｒｔｅｒらの米国特許第４，３
６５，４２３号（その全体として参照することによって本明細書中に組み込まれる）で記
載されている。そのようなドライヤ中の有孔プレートは、例えば、ホール、スロット、ノ
ズルなどの穿孔を含み得る。有孔プレートを通過する気体の流速は、プレート全体にわた
る空気圧差によって示すことができる。当業者には理解されるように、気体が水を除去す
る能力は、その露点によって限定される可能性があり、一方、有機溶媒を除去する能力は
、気体中のそのような溶媒の量によって限定される可能性がある。
【００８３】
＜例示的実施形態＞
　２０１０年１０月２２日付で出願された、標題「透明なインクジェット記録フィルム、
組成物、および方法」の米国特許仮出願番号第６１／４０５，６７１号（全体として参照
することによって本明細書中に組み込まれる）は、以下の１０の非限定的例示的実施形態
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を開示した：
【００８４】
　Ａ．ポリエステルを含む透明な基体であって、少なくとも第１表面と第２表面とを含む
基体；
　前記第１表面上に配置された少なくとも１つのアンダ層であって、ゼラチンおよび少な
くとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体を含む少なくとも１つのアンダ層；
　前記少なくとも１つのアンダ層上に配置された少なくとも１つの受像層であって、少な
くとも１つの水溶性または水分散性ポリマおよび少なくとも１つの無機粒子を含み、前記
少なくとも１つの水溶性または水分散性ポリマが少なくとも１つのヒドロキシル基を含む
、少なくとも１つの受像層；ならびに
　第２表面上に配置された少なくとも１つのバックコート層であって、ゼラチン、少なく
とも１つの他の親水性コロイド、および少なくとも１つの熱可塑性ポリマを含む少なくと
も１つのコア・シェル粒子を含む、前記少なくとも１つのバックコート層
を含む透明なインクジェット記録フィルム。
【００８５】
　Ｂ．前記少なくとも１つの他の親水性コロイドが１以上のカルボキシメチラートカゼイ
ンナトリウムとポリアクリルアミドとを含む、実施形態Ａによる透明なインクジェット記
録フィルム。
【００８６】
　Ｃ．前記少なくとも１つの他の親水性コロイドがナトリウム、カルボキシメチラートカ
ゼインおよびポリアクリルアミドを含む、実施形態Ａによる透明なインクジェット記録フ
ィルム。
【００８７】
　Ｄ．少なくとも１つの熱可塑性ポリマがスチレンアリルアルコールコポリマを含む、実
施形態Ａによる透明なインクジェット記録フィルム。
【００８８】
　Ｅ．少なくとも１つのコア・シェル粒子がスチレンアリルアルコールコポリマコアとコ
ロイド状シリカシェルとを含む、実施形態Ａによる透明なインクジェット記録フィルム。
【００８９】
　Ｆ．少なくとも１つのバックコート層が少なくとも１つの硬化剤をさらに含む、実施形
態Ａによる透明なインクジェット記録フィルム。
【００９０】
　Ｇ．少なくとも１つの硬化剤が少なくとも１つのビス（ビニルスルホニル）メタンまた
はクロムミョウバンを含む、実施形態Ｆによる透明なインクジェット記録フィルム。
【００９１】
　Ｈ．少なくとも１つのバックコート層が第１層と第２層とを含み、前記第１層が第２層
と基体の第２表面との間に配置され、
　第１層がゼラチンと少なくとも１つの第１硬化剤とを含み、
　第２層がゼラチンと少なくとも１つの他の親水性コロイドと少なくとも１つのコア・シ
ェル粒子と少なくとも１つの第２硬化剤とを含む、
実施形態Ａによる透明なインクジェット記録フィルム。
【００９２】
　Ｊ．少なくとも１つの第１硬化剤がビス（ビニルスルホニル）メタンを含む、実施形態
Ｈによる透明なインクジェット記録フィルム。
【００９３】
　Ｋ．少なくとも１つの第２硬化剤がクロムミョウバンを含む、実施形態Ｈによる透明な
インクジェット記録フィルム。
【００９４】
　２０１０年１１月２２日付で出願された、標題「透明なインクジェット記録フィルム、
組成物、および方法」の米国特許仮出願番号第６１／４１５，９５４号（全体として参照
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することによって本明細書中に組み込まれる）は、以下の１５の非限定的例示的実施形態
を開示した：
【００９５】
　Ｌ．ポリエステルを含む透明な基体であって、少なくとも第１表面および第２表面を含
む、基体；
　透明な基体の第１表面上に配置された少なくとも１つの第１サビング層であって、ゼラ
チンおよび少なくとも１つの第１ポリマ艶消し剤を含む、少なくとも１つの第１サビング
層：
　少なくとも１つの第１サビング層上に配置された少なくとも１つのアンダ層であって、
ゼラチンおよび少なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体を含む、少なくとも１つ
のアンダ層；
　少なくとも１つのアンダ層上に配置された少なくとも１つの受像層であって、少なくと
も１つの無機粒子と少なくとも１つのヒドロキシル基を含む少なくとも１つの水溶性また
は水分散性ポリマとを含む、少なくとも１つの受像層；および
　透明な基体の前記第２表面上に配置された少なくとも１つのバックコート層であって、
ゼラチンと少なくとも１つの熱可塑性ポリマを含む少なくとも１つのコア・シェル粒子と
を含む、少なくとも１つのバックコート層
を含む透明なインクジェット記録フィルム。
【００９６】
　Ｍ．基体の第２表面と少なくとも１つのバックコート層との間に配置された少なくとも
１つの第２サビング層をさらに含み、前記少なくとも１つの第２サビング層はゼラチンと
少なくとも１つの第２ポリマ艶消し剤とを含む、実施形態Ｌによる透明なインクジェット
記録フィルム。
【００９７】
　Ｎ．少なくとも１つの第２ポリマ艶消し剤がポリ（メチルメタクリレート－コ－エチレ
ングリコールジメタクリレート）を含む、実施形態Ｍによる透明なインクジェット記録フ
ィルム。
【００９８】
　Ｐ．基体の第２表面と少なくとも１つの第２サビング層との間に配置された少なくとも
１つのプライマ層をさらに含み、前記少なくとも１つのプライマ層が、少なくとも１つの
ラテックスポリマと少なくとも１つの接着促進剤とを含む、実施形態Ｍによる透明なイン
クジェット記録フィルム。
【００９９】
　Ｑ．透明な基体の第１表面と少なくとも１つの第１サビング層との間に配置された少な
くとも１つのプライマ層をさらに含み、前記少なくとも１つのプライマ層が少なくとも１
つのラテックスポリマと少なくとも１つの接着促進剤とを含む、実施形態Ｌによる透明な
インクジェット記録フィルム。
【０１００】
　Ｒ．少なくとも１つのラテックスポリマがポリ（塩化ビニリデン－コ－メチルアクリレ
ート－コ－イタコン酸）を含む、実施形態ＰまたはＱによる透明なインクジェット記録フ
ィルム。
【０１０１】
　Ｓ．少なくとも１つの接着促進剤がレゾルシノールを含む、実施形態ＰまたはＱによる
透明なインクジェット記録フィルム。
【０１０２】
　Ｔ．少なくとも１つのバックコート層が第１層と第２層とを含み、前記第１層が前記第
２層と透明な基体の第２表面との間に配置され、前記第１層がゼラチンと少なくとも１つ
の硬化剤とを含み、前記第２層がゼラチンと少なくとも１つのコア・シェル粒子とを含む
、実施形態Ｌによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１０３】
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　Ｕ．少なくとも１つの硬化剤がビス（ビニルスルホニル）メタンを含む、実施形態Ｔに
よる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１０４】
　Ｖ．少なくとも１つの第１ポリマ艶消し剤がポリ（メチルメタクリレート－コ－エチレ
ングリコールジメタクリレート）を含む、実施形態Ｌによる透明なインクジェット記録フ
ィルム。
【０１０５】
　Ｗ．少なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体が少なくとも１つの四ホウ酸ナト
リウムの水和物を含む、実施形態Ｌによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１０６】
　Ｘ．少なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体が四ホウ酸ナトリウム十水和物を
含む、実施形態Ｌによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１０７】
　Ｙ．少なくとも１つの無機粒子がベーマイトアルミナを含む、実施形態Ｌによる透明な
インクジェット記録フィルム。
【０１０８】
　Ｚ．少なくとも１つの水溶性または水分散性ポリマがポリ（ビニルアルコール）を含む
、実施形態Ｌによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１０９】
　ＡＡ．少なくとも１つのコア・シェル粒子がスチレンアリルアルコールコポリマコアと
コロイド状シリカシェルとを含む、実施形態Ｌによる透明なインクジェット記録フィルム
。
【０１１０】
　２０１１年５月２７日付で出願された、標題「透明なインクジェット記録フィルム、組
成物、および方法」の米国特許仮出願番号第６１／４９０，６１９号（全体として参照す
ることによって本明細書中に組み込まれる）は、以下の１６の非限定的例示的実施形態を
開示した：
【０１１１】
　ＡＢ．ポリエステルを含む透明な基体であって、少なくとも第１表面と第２表面とを含
む、基体；
　前記第１表面上に配置された少なくとも１つのアンダ層であって、ゼラチンと少なくと
も１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体とを含む、少なくとも１つのアンダ層；
　前記少なくとも１つのアンダ層上に配置された少なくとも１つの受像層であって、少な
くとも１つの水溶性または水分散性ポリマと少なくとも１つの無機粒子とを含み、前記少
なくとも１つの水溶性または水分散性ポリマが少なくとも１つのヒドロキシル基を含む、
少なくとも１つの受像層；ならびに
　前記第２表面上に配置された少なくとも１つのバックコート層であって、ゼラチンと、
少なくとも１つの熱可塑性ポリマを含む少なくとも１つのコア・シェル粒子とを含み、
　前記少なくとも１つのコア・シェル粒子が、少なくとも約１００ｍｇ／ｍ２の乾燥付着
量を含む、少なくとも１つのバックコート層
を含む、透明なインクジェット記録フィルム。
【０１１２】
　ＡＣ．少なくとも１つのコア・シェル粒子が、スチレンアリルアルコールポリマコアと
コロイド状シリカシェルとを含む、実施形態ＡＢによる透明なインクジェット記録フィル
ム。
【０１１３】
　ＡＤ．少なくとも１つのコア・シェル粒子が少なくとも約１２０ｍｇ／ｍ２の乾燥付着
量を含む、実施形態ＡＢによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１１４】
　ＡＥ．少なくとも１つのバックコート層が、少なくとも１つのカルボキシメチラートカ
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ゼインナトリウムまたはポリアクリルアミドを含む少なくとも１つの他の親水性コロイド
をさらに含む、実施形態ＡＢによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１１５】
　ＡＦ．少なくとも１つのバックコート層がカルボキシメチラートカゼインナトリウムお
よび少なくとも１つのポリアクリルアミドをさらに含む、実施形態ＡＢによる透明なイン
クジェット記録フィルム。
【０１１６】
　ＡＧ．少なくとも１つのバックコート層が少なくとも１つのポリシロキサンをさらに含
み得る、実施形態ＡＢによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１１７】
　ＡＨ．少なくとも１つのバックコート層が少なくとも１つの第１層と少なくとも１つの
第２層とを含み、前記少なくとも１つの第１層が前記少なくとも１つの第２層と透明な基
体の第２表面との間に配置され、
　前記少なくとも１つの第１層がゼラチンと少なくとも１つの硬化剤とを含み、前記少な
くとも１つの第２層がゼラチンと少なくとも１つのコア・シェル粒子とを含む、実施形態
ＡＢによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１１８】
　ＡＪ．少なくとも１つの第２層が、少なくとも１つのカルボキシメチラートカゼインナ
トリウムまたはポリアクリルアミドを含む少なくとも１つの他の親水性コロイドをさらに
含む、実施形態ＡＨによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１１９】
　ＡＫ．少なくとも１つの第２層がカルボキシメチラートカゼインナトリウムと少なくと
も１つのポリアクリルアミドとをさらに含む、実施形態ＡＨによる透明なインクジェット
記録フィルム。
【０１２０】
　ＡＬ．少なくとも１つの第２層が少なくとも１つのポリシロキサンをさらに含む、実施
形態ＡＨによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１２１】
　ＡＭ．少なくとも１つの硬化剤がビス（ビニルスルホニル）メタンを含む、実施形態Ａ
Ｈによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１２２】
　ＡＮ．少なくとも１つの無機粒子がベーマイトアルミナを含む、実施形態ＡＢによる透
明なインクジェット記録フィルム。
【０１２３】
　ＡＰ．少なくとも１つのホウ酸塩またはホウ酸塩誘導体が四ホウ酸ナトリウムの少なく
とも１水和物を含む、実施形態ＡＢによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１２４】
　ＡＱ．少なくとも１つの水溶性または水分散性ポリマがポリ（ビニルアルコール）を含
む、実施形態ＡＢによる透明なインクジェット記録フィルム。
【０１２５】
　ＡＲ．５．７ｐｓｉの圧力および８５％の相対湿度に７日間付された場合に０個の正方
形の転移したインク転移測定値を含み、前記インク転移測定値が３９０個の１／４インチ
×１／４インチの格子で区切られた正方形を基準とする、実施形態ＡＢによる透明なイン
クジェット記録フィルム。
【０１２６】
　ＡＳ．０．０８１ｐｓｉの圧力および８６％の相対湿度に４日間付された場合に０個の
正方形の転移したインク転移測定値を含み、前記インク転移測定値が３９０個の１／８イ
ンチ×１／８インチの格子で区切られた正方形を基準とする、実施形態ＡＢによる透明な
インクジェット記録フィルム。
【実施例】
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【０１２７】
＜材料＞
　特に明記されない限り、実施例で用いられる材料は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏ．，　Ｍｉｌｗａｕｋｅｅから入手可能であった。
【０１２８】
　ベーマイトは水酸化酸化アルミニウム（γ－ＡｌΟ（ΟΗ））である。
【０１２９】
　Ｂｏｒａｘは四ホウ酸ナトリウム十水和物である。
【０１３０】
　ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）５４０は、８７～８９．９％加水分解された、１４０，００
０～１８６，０００の重量平均分子量を有するポリ（ビニルアルコール）である。それは
、Ｓｅｋｉｓｕｉ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ａｍｅｒｉｃａ，　ＬＬ
Ｃ，　Ｄａｌｌａｓ，　ＴＸから入手可能である。
【０１３１】
　ＤＩＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４は、高い孔隙率および１４ｎｍの粒子サイズ
を有する分散性ベーマイトアルミナ粉末である。それは、Ｓａｓｏｌ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍ
ｅｒｉｃａ，　Ｉｎｃ．，　Ｈｏｕｓｔｏｎ，　ＴＸから入手可能である。
【０１３２】
　ゼラチンはレギュラタイプＩＶウシゼラチンである。それは、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｇｅｌ
ａｔｉｎｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，　Ｐｅａｂｏｄｙ，　ＭＡからカタログ番号第８
２５６７８６号として入手可能である。
【０１３３】
　ＫＡＴＨＯＮ（登録商標）ＬＸは殺菌剤である。それはＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから
入手可能である。
【０１３４】
　ポリエチレンテレフタレートウェブを、プライマおよびサビング層を有する前面および
背面の両方で、下記実施例５の手順を用いてコーティングした。これらは、他の実施例で
は「プライム化およびサビング化された」ウェブと称される。
【０１３５】
　ＳＡＡ１２００スチレンアリルアルコールコポリマビーズ（Ｌｙｏｎｄｅｌｌ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ）およびＬＵＤＯＸ（登録商標）６．７ミクロンコロイド状シリカ粒子（Ｄｕ
Ｐｏｎｔ）を使用し、米国特許第４，８３３，０６０号、同第５，３５４，７９９号、お
よび同第６，４５７，８２４号（そのそれぞれは、全体として参照することによって本明
細書中に組み込まれる）で記載されているようにして、シリカでコーティングされたポリ
マビーズを調製した。
【０１３６】
　界面活性剤１０Ｇは、ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの水溶液である。そ
れは、Ｄｉｘｉｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸから入手可能であ
る。
【０１３７】
　ＶＥＲＳＡ－ＴＬ（登録商標）５０２は、スルホン化ポリスチレン（１，０００，００
０分子量）である。それはＡｋｚｏＮｏｂｅｌから入手可能である。
【０１３８】
＜方法＞
［カールについてのサンプルの評価］
　３０．５ｃｍ×７．６ｃｍのコーティングされたフィルムサンプルをカールについて評
価した。３セットの環境試験条件を使用した：（１）５２％相対湿度で２３℃、（２）８
６％相対湿度で２０℃、および（３）２４％相対湿度で２２℃。フィルムのそれぞれを、
水平面上に受像層側を上にして置き、環境試験条件に２４時間順応させた。水平面からの
各フィルムの四隅のそれぞれのたわみを測定し、平均し、そして記録した。
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【０１３９】
［乾燥についてのサンプルの評価］
　コーティングされたフィルムを、ＥＰＳＯＮ（登録商標）７９００インクジェットプリ
ンタ（実施例１～４）またはＥＰＳＯＮ（登録商標）４９００インクジェットプリンタ（
実施例５～２１）で、Ｗａｓａｔｃｈ　Ｒａｓｔｅｒ　Ｉｍａｇｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ
（ＲＩＰ）を用いて画像化した。グレー・スケール画像は、プリンタに同梱されているフ
ォトブラック、ライトブラック、ライトライトブラック、マゼンタ、ライトマゼンタ、シ
アン、ライトシアン、およびイエローＥＰＳＯＮ（登録商標）インクの組み合わせによっ
て作製した。少なくとも２．８の最大光学密度を有する１７段階グレー・スケールウェッ
ジでサンプルを印刷した。フィルムを、中程度の湿度（５０～６０％相対湿度）および高
湿度（８０～９０％相対湿度）条件下で評価した。コーティングされたフィルムを、少な
くとも１６時間これらの条件で平衡化させた後、印刷した。
【０１４０】
　フィルムがプリンタから出た直後に、インクジェット画像を裏返し、１枚の白紙の上に
置いた。湿った各ウェッジの割合を、一連のウェッジ番号で記録し、ウェッジ１は最大光
学密度を有するウェッジであり、ウェッジ１７は最小光学密度を有するウェッジであった
。一般的に、高いウェッジ番号は最低のウェッジ番号よりも速く乾燥した。
【０１４１】
　湿潤の基準は、完全に湿ったウェッジのセットの最大ウェッジ番号を選び、それを次に
高いウェッジ番号を有する隣のウェッジの湿潤率に加えることによって構成した。例えば
、１および２が完全に湿っており、ウェッジ３が２５％湿潤であるならば、湿潤値は２．
２５である。または、完全に湿ったウェッジがないが、ウェッジ１は７５％湿潤であるな
らば、湿潤値は０．７５である。
【０１４２】
［インク転移についてのサンプルの評価］
　コーティングされたフィルムを約８５％相対湿度で少なくとも１６時間平衡化させ、次
いで約８５％相対湿度にて、ＥＰＳＯＮ（登録商標）４９００インクジェットプリンタで
、少なくとも２．８の光学密度を有する４インチ×７．７６インチのブロック有する画像
を用いて画像化した。印刷直後、フィルムをプリンタから取り出し、平らに、受容体側を
上にして置いた。コーティングされたフィルムを印刷されたフィルム上に置き、印刷され
たフィルムの受容体側が、それらを覆うコーティングされたフィルムの背面と接触するよ
うにした。被覆フィルム上に重りをのせて、約０．０８１ｐｓｉ（５６０Ｐａ）または約
５．７ｐｓｉ（３９ｋＰａ）いずれかの圧力をフィルムに加えた。フィルムを圧力下で２
４時間～７日間、約８５％の相対湿度で放置し、その後、重りを除去した。フィルムを慎
重に分離し、印刷されたフィルム上に透明な３９０正方格子を置き、そして低プリント濃
度を有する１／４インチ×１／４インチの正方形（「転移した正方形」）の数を計数する
ことによって、印刷されたフィルムの受容体側から被覆フィルムのバックコート側へのイ
ンク転移について調査した。
【０１４３】
［バックコート層付着性についてのサンプルの評価］
　湿度が測定され、制御される場合、フィルムを、中程度の湿度（５０～６０％相対湿度
）、高湿度（８０～９０％相対湿度）条件下で評価した。湿度が報告されていない場合、
フィルムを周囲条件下で評価した。全ての場合において、フィルムを少なくとも１６時間
平衡化させた後、付着性試験を開始した。
【０１４４】
　各フィルム上にカミソリの刃で斜交平衡線の部分を刻みつけ、糸くずのでないカット綿
で切屑をそっと取り除くことによって、コーティングされたフィルムのバックコート層の
付着性を評価した。粘着テープ（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，　Ｓｔ．　Ｐａｕｌ，　ＭＮ製
の＃６１０半透明感圧テープ）を次いでクロスハッチ領域に施用し、テープとコーティン
グされたフィルムとの間に気泡が無くなるまで、ゴムローラでならした。テープを次いで
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素早くはぎ取った。コーティングされたフィルムの外観を０～５のスケールで評価した：
５＝切れ目のエッジは完全に滑らかである；４＝切れ目のいくつかの交点でコーティング
の剥片が剥がれ、試験領域の約５％未満が影響を受ける；３＝コーティングの剥片がいく
つかのエッジに沿って、また切れ目のいくつかの交点で剥がれ、試験領域の約５～１５％
が影響を受ける；２＝コーティングの剥片が、切れ目のいくつかのエッジに沿って、およ
び正方形の一部で剥がれ、試験領域の約１５～３５％が影響を受ける；１＝切れ目のエッ
ジにそって大きなリボン状にコーティングが剥がれ、試験領域の約３５％超が影響を受け
る；０＝コーティングは完全に剥がれる。
【０１４５】
［バックコート層粗度についてのサンプルの評価］
　コーティングされたフィルムのバックコート層の表面粗度を、Ｂｕｃｈｅｌ　ｖａｎ　
ｄｅｒ　Ｋｏｒｐｕｔ，Ｎｅｄｅｒｌａｎｄ　ＢＶ（オランダ国ヴィーネンダール）から
入手可能なＢｅｋｋ　Ｓｍｏｏｔｈｎｅｓｓ　Ｔｅｓｔｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　ＢＫ１３１／
ＥＤを用いて測定した。この機器は、コーティングされたフィルムサンプル上の空気を排
出する間に空気圧における特定の変化を達成するために必要な経過時間を報告する。粗表
面上の空気は、平滑な表面上の空気よりも早く排出することができるので、Ｂｅｃｋ時間
が小さいほど表面は粗い。
【０１４６】
＜実施例１＞
［ポリビニルアルコール／シリカバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）２０３の１５重量％水溶液２５１６ｇを導入し
、室温で撹拌した。このミックスに、４１８．８ｇの脱塩水を添加し、１０分間撹拌した
。８ミクロンコロイド状シリカの５．６重量％水溶液６５．２ｇをこの撹拌されたミック
スに添加した。
【０１４７】
　このミックスを次に１０％脱塩水の添加で９０％濃度まで希釈した。
【０１４８】
［バック層でコーティングされたウェブの調製］
　バック層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、２７ｆｔ／分の速度で移動する、
室温でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブに連続して施用
した。バック層コーティングミックス供給速度は、７３．２ｇ／分または８１．９ｇ／分
のいずれかであり、その結果、乾燥バック層コーティング重量は、それぞれ１１．３ｇ／
ｍ２または１２．１ｇ／ｍ２となった。
【０１４９】
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、５１５５ｇの脱塩水を導入した。２５２ｇのゼラチンを撹拌容器に添加し
、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱し、ゼラチンが完全に溶解するまで保持し
た。ミックスを５０℃まで冷却した。このミックスに、１１３．４ｇのボラックス（四ホ
ウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、ボラックスが完全に溶解するまで混合した。このミ
ックスに、３．２重量％のスルホン化ポリスチレン（ＶＥＲＳＡ－ＴＬ（登録商標）５０
２、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）および０．２重量％の殺菌剤（ＫＡＴＨＯＮ（登録商標）ＬＸ
、Ｄｏｗ）の水溶液３９３．８ｇを添加し、均一になるまで混合した。ミックスを次いで
４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１０重量％水溶液（
界面活性剤１０Ｇ）８５．９ｇを次いで添加し、均一になるまで混合した。このミックス
を室温まで冷却し、保持して、気泡を消失させた後、使用した。結果として得られたアン
ダ層コーティングミックス中のボラックスとゼラチンとの重量比は０．４５：１であった
。
【０１５０】
［アンダ層でコーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０．０ｆｔ／分の速度で移動す
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るバック層でコーティング・プライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレート
ウェブに連続的に施用した。このコーティングを、バック層コーティングがコーティング
された側と反対側に施用した。アンダ層コーティングミックス供給速度は６１．０ｇ／分
または８９．５ｇ／分であり、その結果、乾燥アンダ層コーティング重量はそれぞれ３．
９ｇ／ｍ２または５．９ｇ／ｍ２となった。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過
させることによって、コーティングされたウェブを連続して乾燥した。有孔プレートを通
した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３の範囲であった。空気露点は７～１３℃の範囲であっ
た。
【０１５１】
［アルミナミックスの調製］
　硝酸の２２重量％水溶液３２４ｇと脱塩水８０７６ｇとを混合することによって、アル
ミナミックスを室温で調製した。このミックスに、３６００ｇのアルミナ粉末（ＤＩＳＰ
ＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加した。さらなる硝酸溶液を添
加することによって、ミックスのｐＨを２．１７に調節した。ミックスを８０℃まで加熱
し、そして３０分間撹拌した。ミックスを室温まで冷却し、使用前に気泡を除去するため
に保持した。
【０１５２】
［受像層コーティングミックスの調製］
　ポリ（ビニルアルコール）の１０重量％水溶液（ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）５４０）２
８０１ｇを混合容器に導入し、そして撹拌することによって、受像コーティングミックス
を室温で調製した。このミックスに、アルミナミックス１０７３９ｇと、ノニルフェノー
ル、グリシジルポリエーテルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）２４０ｇとを添加
した。
【０１５３】
　次いで１５％の脱塩水を添加することによって、このミックスを８５％濃度まで希釈し
た。ミックスを室温まで冷却し、使用前に気泡を除去するために保持した。
【０１５４】
［受像層でコーティングされたフィルムの調製］
　画像－コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０．０ｆｔ／分の速度で移動して
いる室温でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブのアンダ層
でコーティングされた表面上にコーティングした。受像層コーティングミックス供給速度
は、１５９．７ｇ／分または１７４．８ｇ／分であり、その結果、乾燥受像層コーティン
グ重量は、それぞれ５０．５ｇ／ｍ２または５５．６ｇ／ｍ２となった。室温の空気が通
り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたフィルムを連続し
て乾燥させた。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３の範囲であった。空
気露点は、７～ｌ３℃の範囲であった。
【０１５５】
［カールについてのサンプルの評価］
　コーティングされたフィルムサンプルをカールについて評価した。結果を表Ｉにまとめ
る。線形回帰モデルをデータから調製した：
　カール（ｍｍ）＝＋０．１０×受像層コーティング重量（ｇ／ｍ２）
　＋０．２６×アンダ層コーティング重量（ｇ／ｍ２）
　＋０．０３１×相対湿度（パーセント）
　－７
　これらの結果は、受像層コーティング重量の増加およびアンダ層コーティング重量の増
加はカールの増加と関連することを示唆する。
【０１５６】
［乾燥についてのサンプルの評価］
　コーティングされたフィルムを、Ｗａｓａｔｃｈ　Ｒａｓｔｅｒ　Ｉｍａｇｅ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒ（ＲＩＰ）を用いてＥＰＳＯＮ（登録商標）７９００インクジェットプリン
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タで画像化された後の乾燥性能について評価した。湿潤結果を表Ｉにまとめる。線形回帰
モデルをデータから調製した：
　湿潤（％）＝－０．３０×受像層コーティング重量（ｇ／ｍ２）
　－０．８×アンダ層コーティング重量（ｇ／ｍ２）
　＋２１
　これらの結果は、受像層コーティング重量の増加およびアンダ層コーティング重量の増
加は湿潤の減少と関連することを示唆する。
【０１５７】
　カール結果と合わせると、これらの結果は、他の全てのものが等しく開始し、受像層コ
ーティング重量の増加またはアンダ層コーティング重量の増加から起こると予想される湿
潤の減少は、カールの増加を伴うことが予想されることを示唆する。
【０１５８】
［バックコート付着性についてのサンプルの評価］
　各コーティングされたフィルムのバックコート層の付着性を評価した。結果を表Ｉにま
とめる。付着性スコアは２．３～４．３の範囲であった。
【０１５９】
＜実施例２＞
［ゼラチン／ポリマ艶消バック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、４１６６重量部の脱塩水、２９０２重量部のゼラチン、および２９重量部
のシリカでコーティングされたポリマビーズを添加した。ミックスを室温で１５分間撹拌
し、その後、ミックスの温度を４６℃まで上昇させ、そして撹拌されたミックスを２０分
間保持した。ミックスを４３℃まで冷却した。
【０１６０】
　このミックスに、２４重量部の脱塩水、８２８重量部のカルボキシメチラートカゼイン
ナトリウム、７６重量部のゼラチン、および１．５重量部の界面活性剤を添加した。撹拌
されたミックスを１０分間保持した。
【０１６１】
　このミックスに、１８１４重量部の脱塩水、４１４重量部のコロイド状シリカ、１９４
重量部のポリアクリルアミド、８４重量部の界面活性剤、２５重量部のレゾルシノール、
４１重量部のゼラチン、４１重量部のシリコーン、４．３重量部のプロピオン酸、および
０．７重量部のクロムミョウバンを添加した。撹拌されたミックスを１５分間保持した。
【０１６２】
　このミックスに、２１０重量部の脱塩水、７６．１重量部の界面活性剤、１６重量部の
苛性アルカリ、６．２重量部のプロピオン酸、および０．２５重量部のｎ－プロピルアル
コールを添加した。撹拌されたミックスを４０℃まで冷却した。ｐＨが７～７．６にある
ことをチェックした。
【０１６３】
　このミックスをインラインミキサに供給し、ここで、６９７４重量部の脱塩水、１．８
重量部のビス（ビニルスルホニル）メタン、および２．２重量部の硝酸カリウムを含む４
０℃の流れとブレンドした。ブレンドされた流れは、コーティングプロセスに供給された
バック層コーティングミックスを構成していた。
【０１６４】
［バック層でコーティングされたウェブの調製］
　バック層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０ｆｔ／分の速度で移動する室
温でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブに連続して施用し
た。バック層コーティングミックス供給速度を調節して、乾燥バック層コーティング重量
が１０．７７ｇ／ｍ２となるようにした。
【０１６５】
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　このミックスを実施例１の手順にしたがって調製した。
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【０１６６】
［アンダ層でコーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０．０ｆｔ／分の速度で移動す
る、バック層でコーティングされたプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタ
レートウェブに連続して施用した。このコーティングを、バック層コーティングが施用さ
れたのと反対側に施用した。アンダ層コーティングミックス供給速度は６１．０ｇ／分で
あり、その結果、乾燥アンダ層コーティング重量は３．９ｇ／ｍ２となった。室温の空気
が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたウェブを連続
して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３の範囲であった。空
気露点は７～１３℃の範囲であった。
【０１６７】
［受像層コーティングミックスの調製］
　このミックスを実施例１の手順にしたがって調製した。
【０１６８】
［受像層コーティングされたフィルムの調製］
　画像コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０．０ｆｔ／分の速度で移動する、
室温でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブのアンダ層でコ
ーティングされた表面上にコーティングした。受像層コーティングミックス供給速度は１
５９．７ｇ／分または１７４．８ｇ／分であり、その結果、乾燥受像層コーティング重量
は、それぞれ５０．７ｇ／ｍ２または５５．３ｇ／ｍ２となった。室温の空気が通り抜け
る有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたフィルムを連続して乾燥
した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３の範囲であった。空気露点は
７～１３℃の範囲であった。
【０１６９】
［サンプルの評価］
　コーティングされたフィルムを実施例１の手順にしたがって評価した。結果を表ＩＩ、
サンプルＩおよびＪにまとめる。両方のサンプルについて優れたバックコート付着性が見
られた。優れた乾燥性能が、５５．３ｇ／ｍ２の受像層コーティング重量を有するサンプ
ルについて、過度のカールが発生することなく達成された。
【０１７０】
＜実施例３＞
［ゼラチン／ポリマ艶消バック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、１８９８重量部の脱塩水、１４３４重量部のゼラチン、および１４重量部
のシリカでコーティングされたポリマビーズを添加した。ミックスを室温で１５分間撹拌
し、その後、ミックスの温度を４６℃まで上昇させ、そして撹拌されたミックスを２０分
間保持した。ミックスを４３℃まで冷却した。
【０１７１】
　このミックスに、２１重量部の脱塩水、４０９重量部のカルボキシメチラートカゼイン
ナトリウム、３８重量部のゼラチン、および０．８重量部の界面活性剤を添加した。撹拌
されたミックスを１０分間保持した。
【０１７２】
　このミックスに、８９６重量部の水、２０５重量部のコロイド状シリカ、９６重量部の
ポリアクリルアミド、４１重量部の界面活性剤、１２重量部のレゾルシノール、２０重量
部のゼラチン、２０重量部のシリコーン、２．１重量部のプロピオン酸、および０．４重
量部のクロムミョウバンを添加した。撹拌されたミックスを１５分間保持した。
【０１７３】
　このミックスに、６４重量部の脱塩水、３８．１重量部の界面活性剤、３．２重量部の
苛性アルカリ、３．１重量部のプロピオン酸、および０．２５重量部のｎ－プロピルアル
コールを添加した。撹拌されたミックスを４０℃まで冷却した。ＰＨが７～７．６の間に
あることをチェックした。
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【０１７４】
　このミックスをインラインミキサに供給し、ここで９５１１重量部の脱塩水、０．９重
量部のビス（ビニルスルホニル）メタン、および２．２重量部の硝酸カリウムを含む４０
℃流れとブレンドした。ブレンドされた流れは、コーティングプロセスに供給されたバッ
ク層コーティングミックスを構成した。
【０１７５】
［バック層でコーティングされたウェブの調製］
　バック層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０ｆｔ／分の速度で移動する、
室温でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブに連続して施用
した。乾燥バック層コーティング重量が３．９７ｇ／ｍ２となるように、バック層コーテ
ィングミックス供給速度を調節した。
【０１７６】
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　このミックスを実施例１の手順にしたがって調製した。
【０１７７】
［アンダ層でコーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０．０ｆｔ／分の速度で移動す
るバック層でコーティングされたプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレ
ートウェブに連続して施用した。このコーティングを、バック層コーティングが施用され
た側と反対側に施用した。アンダ層コーティングミックス供給速度は６１．０ｇ／分であ
り、その結果、乾燥アンダ層コーティング重量は３．８ｇ／ｍ２となった。室温の空気が
通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたウェブを乾燥し
た。有孔プレートを通した圧力降下は、Ｈ２Ｏ中で０．８～３の範囲であった。空気露点
は７～１３℃の範囲であった。
【０１７８】
［受像層コーティングミックスの調製］
　このミックスを実施例１の手順にしたがって調製した。
【０１７９】
［受像層コーティングされたフィルムの調製］
　画像コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０．０ｆｔ／分の速度で移動する、
室温でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブのアンダ層でコ
ーティングされた表面上にコーティングした。受像層コーティングミックス供給速度は１
５９．７ｇ／分または１７４．８ｇ／分であり、その結果、乾燥受像層コーティング重量
は、それぞれ５０．７ｇ／ｍ２または５６．２ｇ／ｍ２となった。室温の空気が通り抜け
る有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたフィルムを連続して乾燥
した。有孔プレートを通した圧力降下は、Ｈ２Ｏ中で０．８～３の範囲であった。空気露
点は７～ｌ３℃の範囲であった。
【０１８０】
［サンプルの評価］
　コーティングされたフィルムを実施例１の手順にしたがって評価した。結果を表ＩＩ、
サンプルＫおよびＬにまとめる。両方のサンプルで優れたバックコート付着性が見られた
。優れた乾燥性能は、５６．２ｇ／ｍ２の受像層コーティング重量を有するサンプルで達
成され、過度のカールは発生しなかった。
【０１８１】
＜実施例４＞
［３層バックコートのミックスの調製］
　３つのバックコート層ミックス－ボトム層ミックス、中間層ミックス、オーバーコート
層ミックスを調製した。ボトム層ミックスは、８４．５３重量％の脱塩水、６．５０重量
％のゼラチン、３．４０重量％の界面活性剤、１．９７重量％のコロイド状シリカ、１．
４２重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、１．１０重量％のポリアクリル
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アミド、０．６４重量％のシリコーン、０．２４重量％のプロピオン酸、０．１１重量％
のレゾルシノール、０．０７重量％の苛性アルカリ、および０．０２重量％のクロムミョ
ウバンを含んでいた。中間層ミックスは、８６．８３重量％の脱塩水、６．５０重量％の
ゼラチン、１．９７重量％のコロイド状シリカ、１．３３重量％の界面活性剤、１．４２
重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、１．１０重量％のポリアクリルアミ
ド、０．６４重量％のシリコーン、０．１１重量％のレゾルシノール、０．０７重量％の
プロピオン酸、０．０２重量％のクロムミョウバン、および０．０２重量％の硫酸を含ん
でいた。オーバーコート層ミックスは、８２．７２重量％の水、６．４８重量％のゼラチ
ン、４．９２重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、１．９６重量％のコロ
イド状シリカ、１．３３重量％の界面活性剤、１．１０重量％のポリアクリルアミド、０
．６４重量％のシリコーン、０．３３重量％シリカでコーティングされたポリマビーズ、
０．１５重量％のアルキルアリールポリエーテルスルホン酸ナトリウム、０．１３重量％
の苛性アルカリ、０．１１重量％のレゾルシノール、０．０７重量％のプロピオン酸、０
．０５重量％のクロムミョウバン、０．０２重量％の１－プロパノール、０．０１重量％
の両性フッ素化ポリマ、および０．０１重量％のエタノールを含んでいた。
【０１８２】
　ビス（ビニルスルホニル）メタン（ＢＶＳＭ）の１．８重量％水溶液も調製し、コーテ
ィングされる際にバックコート中間層ミックスとインライン混合した。この溶液を、コー
ティングされる際にバックコート中間層ミックスとインライン混合し、施用されるＢＶＳ
Ｍの総量が、３つのバックコート層中の全ゼラチンの２％となるようにした。
【０１８３】
［ゼラチンアンダ層および受像コーティングミックスの調製］
　これらのミックスを実施例１の手順と同様の手順によって調製した。受像コーティング
ミックスに関して、２つの異なるポリ（ビニルアルコール）溶液濃度の使用を評価した－
１つのミックスは７重量％のポリマ溶液を使用し、もう１つは１０重量％のポリマ溶液を
使用した。
【０１８４】
［コーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスおよび３つのバックコートコーティングミックスをプラ
イム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブに同時に施用して、アンダ
層がウェブの１つの表面上にコーティングされ、そして３つのバックコート層がウェブの
反対側の表面上にコーティングし、ボトム層ミックスをウェブ表面に施用し、中間層ミッ
クスとＢＶＳＭミックスとの複合インライン混合物をボトム層コーティングに同時に施用
し、オーバーコート層ミックスを中間層コーティングに同時に施用した。３つのバックコ
ートミックスの相対的物質供給速度は、ボトム層コーティングミックス、中間層コーティ
ングミックスとＢＶＳＭ流れとの組み合わせ、およびオーバーコート層コーティングミッ
クスについて、それぞれ１：１：１．２であった。２つのアンダ層供給速度を実施中に評
価し、バックコートミックスについてのそれらの物質供給速度と全物質供給速度との比は
１．４および１．６であった。コーティングを実験１と同様の手順によって乾燥した。バ
ックコート層は合計で３．７ｇ／ｍ２乾燥コーティング重量であり、一方、２つの異なる
アンダ層乾燥コーティング重量は４．２および４．９ｇ／ｍ２であった。
【０１８５】
　受像層コーティングミックスをアンダ層コーティングに施用し、そして第２パスで乾燥
した。コーティングを実施例１と同様に乾燥した。受像層コーティング重量は平均すると
４３．２ｇ／ｍ２であった。
【０１８６】
［サンプルの調製］
　２８ｃｍ×２２ｃｍフィルムをカール評価で使用する以外は実施例１の手順にしたがっ
て、コーティングされたフィルムを評価した。結果を表ＩＩＩにまとめる。バックコート
付着性は全てのサンプルについて優れていた。
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【表１】

【０１８８】
【表２】

【０１８９】
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【表３】

【０１９０】
＜実施例５＞
［プライマおよびサビングでコーティングされた基体の調製］
　水７３．２重量部；約８３重量％塩化ビニリデン、約１５重量％のメチルアクリレート
、および約２重量％のイタコン酸を含むモノマのターポリマ２４．２重量部；サポニンの
６５．４％水溶液１．６重量部；およびレゾルシノール１重量部を含む第１ミックスを調
製した。この第１ミックスを５０℃で青に着色されたポリエチレンテレフタレートウェブ
の両側に施用し、これを次いで乾燥し、延伸した。結果として得られたプライマ層は、平
均して乾量基準で０．１１２ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量を有していた。
【０１９１】
　９８．７４重量部の水；０．１６重量部の酢酸カリウム；０．８４重量部のゼラチン；
０．０１１重量部のサポニン；０．００７５重量部のポリ（メチルメタクリレート－コ－
エチレングリコールジメタクリレート）；および０．００００６２重量部のクロムミョウ
バンを含む第２ミックスを調製した。この第２ミックスを、プライマでコーティングされ
たポリエチレンテレフタレートウェブの両側に５０℃で施用した。結果として得られたサ
ビング層は、平均して乾量基準で０．１４３ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量を有してい
た。
【０１９２】
［３層バックコートのためのミックスの調製］
　３つのバックコート層ミックス－ボトム層ミックス、中間層ミックス、およびオーバー
コート層ミックスを調製した。ボトム層ミックスは、８４．５３重量％の脱塩水、６．５
０重量％のゼラチン、３．４０重量％の界面活性剤、１．９７重量％のコロイド状シリカ
、１．４２重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、１．１０重量％のポリア
クリルアミド、０．６４重量％のシリコーン、０．２４重量％のプロピオン酸、０．１１
重量％のレゾルシノール、０．０７重量％の苛性アルカリ、および０．０２重量％のクロ
ムミョウバンを含んでいた。中間層ミックスは、８６．８３重量％の脱塩水、６．５０重
量％のゼラチン、１．９７重量％のコロイド状シリカ、１．３３重量％の界面活性剤、１
．４２重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、１．１０重量％のポリアクリ
ルアミド、０．６４重量％のシリコーン、０．１１重量％のレゾルシノール、０．０７重
量％のプロピオン酸、０．０２重量％のクロムミョウバン、および０．０２重量％の硫酸
を含んでいた。オーバーコート層ミックスは、８２．７２重量％の水、６．４８重量％の
ゼラチン、４．９２重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、１．９６重量％
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のコロイド状シリカ、１．３３重量％の界面活性剤、１．１０重量％のポリアクリルアミ
ド、０．６４重量％のシリコーン、０．３３重量％シリカでコーティングされたポリマビ
ーズ、０．１５重量％のアルキルアリールポリエーテルスルホン酸ナトリウム、０．１３
重量％の苛性アルカリ、０．１１重量％のレゾルシノール、０．０７重量％のプロピオン
酸、０．０５重量％のクロムミョウバン、０．０２重量％の１－プロパノール、０．０１
重量％の両性フッ素化ポリマ、および０．０１重量％のエタノールを含んでいた。
【０１９３】
　ビス（ビニルスルホニル）メタン（ＢＶＳＭ）の１．８重量％水溶液も調製した。以下
の実施例６～８では、この溶液を、コーティングされる際にバックコート中間層ミックス
とインライン混合して、施用されるＢＶＳＭの合計量が３つのバックコート層中の全ゼラ
チンの２％となるようにした。
【０１９４】
＜実施例６＞
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３４２．３重量部の脱塩水を導入した。２６．７重量部のゼラチンを撹拌
容器に添加し、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱し、ゼラチンが完全に溶解す
るまで保持した。ミックスを５０℃まで冷却した。このミックスに、１２．０重量部のボ
ラックス（四ホウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、ボラックスが完全に溶解するまで混
合した。このミックスに、３．２重量％スルホン化ポリスチレン（ＶＥＲＳＡ－ＴＬ（登
録商標）５０２、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）と０．２重量％と殺菌剤（ＫＡＴＨＯＮ（登録商
標）ＬＸ、Ｄｏｗ）の水溶液４１．１重量部を添加し、均一になるまで混合した。ミック
スを次いで４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１０重量
％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）９．１重量部と脱塩水１３．３重量部とを次いで添加し、
均一になるまで混合した。
【０１９５】
［受像層コーティングミックスの調製］
　硝酸の９．７重量％水溶液７５．４２重量部および脱塩水７６４．６重量部を混合する
ことによって、アルミナミックスを室温で調製した。このミックスに、３６０．０重量部
のアルミナ粉末（ＤＩＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加し
た。ミックスを８０℃まで加熱し、そして３０分間撹拌した。
【０１９６】
　この撹拌されたミックスに、ポリ（ビニルアルコール）の１０重量％水溶液（ＣＥＬＶ
ＯＬ（登録商標）５４０）３１３．０重量部と、ノニルフェノール、グリシジルポリエー
テルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）２９．０重量部とを添加した。このミック
スをさらに２０分間撹拌した後、使用した。
【０１９７】
［コーティングされたウェブの調製］
　この実施例のアンダ層コーティングミックスおよび実施例５の３つのバックコートコー
ティングミックスを、実施例５のプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレ
ートウェブに同時に施用して、アンダ層がウェブのサビングでコーティングされた１つの
表面上に施用され、３つのバックコート層が、ウェブのサビングでコーティングされた反
対の表面にコーティングされるようにし、ボトム層ミックスをサビング層に施用し、中間
層ミックスとＢＶＳＭミックスとの複合インライン混合物をボトム層コーティングに同時
に施用し、そしてオーバーコート層ミックスを中間層コーティングに同時に施用した。３
つのバックコートミックスの相対的物質供給速度は、ボトム層コーティングミックス、中
間層コーティングミックスとＢＶＳＭ流れとの組み合わせ、およびオーバーコート層コー
ティングミックスについて、それぞれ１：１．２：１．２であった。アンダ層コーティン
グミックス物質供給速度と、ＢＶＳＭ流れを含むバックコートミックスの全物質供給速度
との比は１．３であった。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによっ
て、コーティングされたウェブを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下は、
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Ｈ２Ｏ中０．２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。
【０１９８】
　バックコート層は合計して３．７ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量であり、一方、アン
ダ層乾燥コーティング重量は４．２ｇ／ｍ２であった。
【０１９９】
　この実施例の受像層コーティングミックスをアンダ層コーティングに施用し、第２パス
で乾燥した。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティ
ングされたフィルムを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下は、Ｈ２Ｏ中０
．２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。受像層乾燥コー
ティング重量は４３．７ｇ／ｍ２であった。
【０２００】
＜実施例７＞
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３４２．３重量部の脱塩水を導入した。２６．７重量部のゼラチンを撹拌
容器に添加し、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱し、ゼラチンが完全に溶解す
るまで保持した。ミックスを５０℃まで冷却した。このミックスに、１２．０重量部のボ
ラックス（四ホウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、ボラックスが完全に溶解するまで混
合した。このミックスに、３．２重量％のスルホン化ポリスチレン水溶液（ＶＥＲＳＡ－
ＴＬ（登録商標）５０２、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）４１．１重量部および０．２重量％の殺
菌剤（ＫＡＴＨＯＮ（登録商標）ＬＸ、Ｄｏｗ）を添加し、均一になるまで混合した。ミ
ックスを次いで４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１０
重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）９．１重量部および脱塩水１３．３重量部を次いで添
加し、均一になるまで混合した。
【０２０１】
［受像層コーティングミックスの調製］
　硝酸の９．７重量％水溶液７５．４２重量部および脱塩水７６４．６重量部を混合する
ことによって、アルミナミックスを室温で調製した。このミックスに、３６０．０重量部
のアルミナ粉末（ＤＩＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加し
た。ミックスを８０℃まで加熱し、そして３０分間撹拌した。
【０２０２】
　この撹拌されたミックスに、ポリ（ビニルアルコール）の７重量％水溶液（ＣＥＬＶＯ
Ｌ（登録商標）５４０）４４７．１重量部およびノニルフェノール、グリシジルポリエー
テルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）２９．０重量部を添加した。このミックス
をさらに２０分間撹拌した後、使用した。
【０２０３】
［コーティングされたウェブの調製］
　この実施例のアンダ層コーティングミックスおよび実施例５の３つのバックコートコー
ティングミックスを、実施例５のプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレ
ートウェブに同時に施用して、アンダ層がウェブのサビングでコーティングされた１つの
表面上にコーティングされ、３つのバックコート層がウェブのサビングでコーティングさ
れた反対の表面上にコーティングされるようにし、ボトム層ミックスはサビング層に施用
され、中間層ミックスとＢＶＳＭミックスとの複合インライン混合物はボトム層コーティ
ングに同時に施用され、そしてオーバーコート層ミックスは中間層コーティングに同時に
施用された。３つのバックコートミックスの相対的物質供給速度は、ボトム層コーティン
グミックス、中間層コーティングミックスとＢＶＳＭ流れとの組み合わせ、およびオーバ
ーコート層コーティングミックスについてそれぞれ１：１．２：１．２であった。アンダ
層コーティングミックス物質供給速度と、ＢＶＳＭ流れを含むバックコートミックスの全
物質供給速度との比は１．３であった。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させ
ることによって、コーティングされたウェブを連続して乾燥した。有孔プレートを通した
圧力降下は、Ｈ２Ｏ中０．２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲で
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あった。
【０２０４】
　バックコート層は合計して３．７ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量であり、一方、アン
ダ層乾燥コーティング重量は４．２ｇ／ｍ２であった。
【０２０５】
　この実施例の受像層コーティングミックスをアンダ層コーティングに施用し、第２パス
で乾燥した。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティ
ングされたフィルムを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下は、Ｈ２Ｏ中０
．２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。受像層乾燥コー
ティング重量は４３．０ｇ／ｍ２であった。
【０２０６】
＜実施例８＞
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３４２．３重量部の脱塩水を導入した。２６．７重量部のゼラチンを撹拌
容器に添加し、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱し、ゼラチンが完全に溶解す
るまで保持した。ミックスを５０℃まで冷却した。このミックスに、１２．０重量部のボ
ラックス（四ホウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、ボラックスが完全に溶解するまで混
合した。このミックスに、３．２重量％のスルホン化ポリスチレン（ＶＥＲＳＡ－ＴＬ（
登録商標）５０２、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）と０．２重量％の殺菌剤（ＫＡＴＨＯＮ（登録
商標）ＬＸ、Ｄｏｗ）の水溶液４１．１重量部を添加し、均一になるまで混合した。ミッ
クスを次いで４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１０重
量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）９．１重量部と脱塩水１３．３重量部とを次いで添加し
、均一になるまで混合した。
【０２０７】
［受像層コーティングミックスの調製］
　硝酸の９．７重量％水溶液７５．４２重量部と脱塩水７６４．６重量部とを混合するこ
とによって、アルミナミックスを室温で調製した。このミックスに、３６０．０重量部の
アルミナ粉末（ＤＩＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加した
。ミックスを８０℃まで加熱し、そして３０分間撹拌した。
【０２０８】
　この撹拌されたミックスに、ポリ（ビニルアルコール）の７重量％水溶液（ＣＥＬＶＯ
Ｌ（登録商標）５４０）４４７．１重量部と、ノニルフェノール、グリシジルポリエーテ
ルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）２９．０重量部とを添加した。このミックス
をさらに２０分間撹拌した後、使用した。
【０２０９】
［コーティングされたウェブの調製］
　この実施例のアンダ層コーティングミックスおよび実施例５の３つのバックコートコー
ティングミックスを、プライム化・サビング化された実施例５のポリエチレンテレフタレ
ートウェブに同時に施用して、アンダ層がウェブのサビング－コーティングされた１つの
表面上にコーティングされ、３つのバックコート層がウェブのサビング－コーティングさ
れた反対の表面上にコーティングされ、ボトム層ミックスがサビング層に施用され、中間
層ミックスとＢＶＳＭミックスとの複合インライン混合物がボトム層コーティングに同時
に施用され、そしてオーバーコート層ミックスが中間層コーティングに同時に施用される
ようにした。３つのバックコートミックスの相対的物質供給速度は、ボトム層コーティン
グミックス、中間層コーティングミックスとＢＶＳＭ流れとの組み合わせ、およびオーバ
ーコート層コーティングミックスについてそれぞれ１：１．２：１．２であった。アンダ
層コーティングミックス物質供給速度とバックコートミックスの全物質供給速度との比は
１．５であった。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コー
ティングされたウェブを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中で
０．２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。
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【０２１０】
　バックコート層は、合わせて３．７ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量を有し、一方、ア
ンダ層乾燥コーティング重量は４．９ｇ／ｍ２であった。
【０２１１】
　この実施例の受像層コーティングミックスをアンダ層コーティングに施用し、第２パス
で乾燥した。室温空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティン
グされたフィルムを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中で０．
２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。受像層乾燥コーテ
ィング重量は４２．９ｇ／ｍ２であった。
【０２１２】
＜実施例９＞
［３層バックコートのミックスの調製］
　３つのバックコート層ミックス－ボトム層ミックス、中間層ミックス、およびオーバー
コート層ミックスを調製した。ボトム層ミックスは、８８．５２重量％の脱塩水、９．８
０重量％のゼラチン、１．４９重量％の界面活性剤、０．１２重量％のプロピオン酸、お
よび０．０７重量％の苛性アルカリを含んでいた。中間層ミックスは、９０．９５重量％
の脱塩水、９．０４重量％のゼラチン、および０．０１重量％の硫酸を含んでいた。オー
バーコート層ミックスは、９０．８１重量％の水、７．６４重量％のゼラチン、０．９０
重量％シリカでコーティングされたポリマビーズ、０．４２重量％のアルキルアリールポ
リエーテルスルホン酸ナトリウム、０．１３重量％の苛性アルカリ、０．０６重量％の１
－プロパノール、０．０２重量％の両性フッ素化ポリマ、および０．０２重量％のエタノ
ールを含んでいた。
【０２１３】
　ビス（ビニルスルホニル）メタン（ＢＶＳＭ）の１．８重量％水溶液も調製した。この
溶液を、コーティングされる際にバックコート中間層ミックスとインライン混合して、施
用されるＢＶＳＭの総量が３つのバックコート層中の全ゼラチンの２％となるようにした
。
【０２１４】
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３８５．０重量部の脱塩水を導入した。３０．０重量部のゼラチンを撹拌
容器に添加し、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱し、ゼラチンが完全に溶解す
るまで保持した。ミックスを５０℃まで冷却した。このミックスに、１３．５重量部のボ
ラックス（四ホウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、ボラックスが完全に溶解するまで混
合した。このミックスに、３．２重量％のスルホン化ポリスチレン（ＶＥＲＳＡ－ＴＬ（
登録商標）５０２、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）および０．２重量％の殺菌剤（ＫＡＴＨＯＮ（
登録商標）ＬＸ、Ｄｏｗ）の水溶液４６．２重量部を添加し、均一になるまで混合した。
ミックスを次いで４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１
０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）１０．２重量部と、脱塩水１５．０重量部とを次い
で添加し、均一になるまで混合した。
【０２１５】
［受像層コーティングミックスの調製］
　硝酸の９．７重量％水溶液７５．４２重量部と、脱塩水７６４．６重量部とを混合する
ことによって、アルミナミックスを室温で調製した。このミックスに、３６０．０重量部
のアルミナ粉末（ＤＩＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加し
た。ミックスを８０℃まで加熱し、そして３０分間撹拌した。
【０２１６】
　この撹拌されたミックスに、ポリ（ビニルアルコール）の７重量％水溶液（ＣＥＬＶＯ
Ｌ（登録商標）５４０）４４７．１重量部と、ノニルフェノール、グリシジルポリエーテ
ルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）２９．０重量部とを添加した。このミックス
をさらに２０分間撹拌した後、使用した。
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【０２１７】
［コーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスおよび３つのバックコートコーティングミックスを、実
施例５のプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブに同時に施用
して、アンダ層がウェブのサビングでコーティングされた１つの表面上にコーティングさ
れ、そして３つのバックコート層がウェブのサビングでコーティングされた反対の表面上
にコーティングされ、ボトム層ミックスがサビング層に施用され、中間層ミックスとＢＶ
ＳＭミックスとの複合インライン混合物がボトム層コーティングに同時に施用され、そし
てオーバーコート層ミックスが中間層コーティングに同時に施用されるようにした。３つ
のバックコートミックスの相対的物質供給速度は、ボトム層コーティングミックス、中間
層コーティングミックスとＢＶＳＭ流れとの組み合わせ、およびオーバーコート層コーテ
ィングミックスについてそれぞれ１：２．２：０．３であった。アンダ層コーティングミ
ックス物質供給速度とバックコートミックスの全物質供給速度との比は１．２であった。
室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたウ
ェブを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下は、Ｈ２Ｏ中０．２～５の範囲
であった。空気露点は－４～１０℃の範囲であった。
【０２１８】
　バックコート層は合わせて４．７ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量を有し、一方、アン
ダ層乾燥コーティング重量は５．２ｇ／ｍ２であった。
【０２１９】
　受像層コーティングミックスをアンダ層コーティングに施用し、第２パスで乾燥した。
室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたフ
ィルムを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下は、Ｈ２Ｏ中０．２～５の範
囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。受像層乾燥コーティング重量
は４９．６ｇ／ｍ２であった。
【０２２０】
＜実施例１０＞
［インク乾燥についてのフィルムサンプルの評価］
　実施例６～９のコーティングされたフィルムを、ＥＰＳＯＮ（登録商標）４９００イン
クジェットプリンタでＷａｓａｔｃｈ　Ｒａｓｔｅｒ　Ｉｍａｇｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ
（ＲＩＰ）を用いて画像化した。表ＩＶは、８４～８８％相対湿度および５３～５６％相
対湿度の両方のもとで室温にて印刷されたフィルムについての湿潤値をまとめる。低湿度
条件下で、全てのフィルムは良好～優秀なインク乾燥性能を示した。実施例９のフィルム
は高湿度条件下で引き続き優秀なインク乾燥性能を示した。
【０２２１】
［コーティング層－基体付着性についてのフィルムサンプルの評価］
　実施例６～９の層の付着性を評価した。表Ｖはフィルムの室温付着性をまとめる。全て
のフィルムを、２０％、５０％、および８０％相対湿度での受像層側付着性について、な
らびに２０％、５０％、および８０％相対湿度でのバックコート層側付着性について評価
した。全てのフィルムは、試験した全ての条件下で両面について優れたコーティング－基
体付着性を示した。
【０２２２】
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【表４】

【０２２３】
【表５】

【０２２４】
＜実施例１１＞
［ボトムバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、２８２７重量部の脱塩水を導入した。１３７部のゼラチンを撹拌容器に添
加し、膨張させた。ミックスを５０℃まで加熱し、１５分間保持し、次いで４３℃まで冷
却した。この混合物に、８７．４重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、８
．０重量％のゼラチン、４．４重量％の水、および０．２重量％の界面活性剤を含む溶液
５５部を添加し、これを１０分間混合させた。結果として得られた混合物に、ポリアクリ
ルアミドの２８重量％水溶液９４部と、クロムミョウバンの２．２重量％水溶液２１部と
を添加し、これを３分間混合させた。結果として得られた混合物に、２０重量％の界面活
性剤、９重量％のゼラチン、および９重量％のシリコーンを含む水溶液１７２部を添加し
、これを１０分間混合させた。結果として得られた混合物に、苛性アルカリの２５重量％
水溶液７部を添加し、これを３分間混合させた。結果として得られた混合物を４０℃まで
加熱した。ミックスのｐＨを次いで７．２～７．４の間にあることをチェックし、もし高
すぎたり、または低すぎたりする場合は、それぞれ硝酸または苛性アルカリの水溶液を添
加することによって調節した。結果として得られた混合物に、１２重量％のＶＥＲＳＡ－
ＴＬ（登録商標）５０２、９９ｐｐｍのＫＡＴＨＯＮ（登録商標）ＬＸ、および８０ｐｐ
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ｂの硝酸銅（ＩＩ）５／２水和物を含む水溶液１８部を添加し、これを５分間混合させた
。
【０２２５】
［ミドルバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、２２１７重量部の脱塩水を導入した。１１０部のゼラチンを撹拌容器に添
加し、膨張させた。ミックスを５０℃まで加熱し、１５分間保持し、次いで４３℃まで冷
却した。この混合物に、８７．４重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウム、８
．０重量％のゼラチン、４．４重量％の水、および０．２重量％の界面活性剤を含む溶液
１８部を添加し、これを１０分間混合させた。結果として得られた混合物に、ポリアクリ
ルアミドの２８重量％水溶液１４５部とクロムミョウバンの２．２重量％水溶液２１部と
を添加し、これを３分間混合させた。結果として得られた混合物に、２０重量％の界面活
性剤、９重量％のゼラチン、および９重量％のシリコーンを含む水溶液５３２部を添加し
、これを１０分間混合させた。この混合物に、３６重量％の界面活性剤および３重量％の
プロピオン酸を含む水溶液１６７部、脱塩水８部、２１重量％のｎ－プロピルアルコール
および８重量％の界面活性剤を含む水溶液７部、ならびに苛性アルカリの２５重量％水溶
液１５部を添加し、これを３分間混合させた。結果として得られた混合物を４０℃まで加
熱した。ミックスのｐＨを次いで７．２～７．４の間にあることをチェックし、もし高す
ぎたり、または低すぎたりする場合は、それぞれ硝酸または苛性アルカリの水溶液を添加
することによって調節した。
【０２２６】
［トップバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３１００重量部の脱塩水を導入した。ゼラチン１６９部と、９重量％のゼ
ラチンと８重量％のシリカでコーティングされたポリマビーズとを含む水性混合物３０６
部とを撹拌容器に添加した。ミックスを５０℃まで加熱し、１５分間保持し、次いで４３
℃まで冷却した。この混合物に、８７．４重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリ
ウムと８．０重量％のゼラチンと４．４重量％の水と０．２重量％の界面活性剤とを含む
溶液１９０部を添加し、これを１０分間混合させた。結果として得られた混合物に、ポリ
アクリルアミドの２８重量％水溶液１３１部と、クロムミョウバンの２．２重量％水溶液
２９部とを添加し、これを３分間混合させた。結果として得られた混合物に、２０重量％
の界面活性剤と９重量％のゼラチンと９重量％のシリコーンとを含む水溶液２４０部を添
加し、これを１０分間混合させた。この混合物に、３６重量％の界面活性剤と３重量％の
プロピオン酸とを含む水溶液１６７部と、脱塩水８部と、２１重量％のｎ－プロピルアル
コールと８重量％の界面活性剤とを含む水溶液７部と、苛性アルカリの２５重量％水溶液
１５部とを添加し、これを３分間混合させた。結果として得られた混合物を４０℃まで加
熱した。ミックスのｐＨを次いで７．２～７．４の間にあることをチェックし、高すぎる
場合または低すぎる場合は、それぞれ硝酸または苛性アルカリの水溶液を添加することに
よって調節した。
【０２２７】
［バック層でコーティングされたウェブの調製］
　ボトム、ミドル、およびトップバック層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、９
０ｆｔ／分の速度で移動する、プライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレー
トウェブに連続して施用した。（ボトム層はウェブに最も近い層であり、一方、トップ層
はウェブから最も遠い層であった。）ボトムバック層コーティングミックス供給速度は２
１ｇ／ｍ２であり、ミドルバック層コーティングミックス供給速度は９ｇ／ｍ２であり、
トップバック層コーティングミックス供給速度は１６ｇ／ｍ２であり、その結果、乾燥バ
ック層コーティング重量は３．０ｇ／ｍ２となり、シリカでコーティングされたポリマビ
ーズの乾燥付着量は４３ｍｇ／ｍ２となった。室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通
過させることによって、コーティングされたウェブを連続して乾燥した。有孔プレートを
通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３の範囲であった。空気露点は７～１３℃の範囲であ
った。



(38) JP 5872568 B2 2016.3.1

10

20

30

40

50

【０２２８】
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、９９９５重量部の脱塩水を導入した。５２８部のゼラチンを撹拌容器に添
加し、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱し、ゼラチンが完全に溶解するまで保
持した。ミックスを５０℃まで冷却した。このミックスに、２３８部のボラックス（四ホ
ウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、ボラックスが完全に溶解するまで混合した。このミ
ックスに、１２重量％のスルホン化ポリスチレン（ＶＥＲＳＡ－ＴＬ（登録商標）５０２
、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）と０．２重量％の殺菌剤（登録商標）（ＫＡＴＨＯＮ（登録商標
）ＬＸ、Ｄｏｗ）との水溶液５９部を添加し、均一になるまで混合した。ミックスを次い
で４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１０重量％水溶液
（界面活性剤１０Ｇ）１８０部を次いで添加し、均一になるまで混合した。このミックス
を室温まで冷却し、保持して、気泡を消失させた後、使用した。結果として得られたアン
ダ層コーティングミックス中のボラックスとゼラチンとの重量比は０．４５：１であった
。
【０２２９】
［アンダ層でコーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスを４０℃まで加熱し、９０ｆｔ／分の速度で移動する、
バック層でコーティングされたプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレー
トウェブに連続して施用した。このコーティングを、バック層コーティングが施用された
のと反対側に施用した。アンダ層コーティングミックス供給速度は８２ｇ／ｍ２であり、
その結果、乾燥アンダ層コーティング重量は５．２ｇ／ｍ２となった。室温の空気が通り
抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたウェブを連続して乾
燥した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３の範囲であった。空気露点
は７～１３℃の範囲であった。
【０２３０】
［ポリ（ビニルアルコール）ミックスの調製］
　４００重量部のポリ（ビニルアルコール）（ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）５４０）を、３
６００部の脱塩水を含む混合容器に１０分にわたって５００ｒｐｍで撹拌しながら添加す
ることによって、ポリ（ビニルアルコール）ミックスを調製した。この混合物を８５℃ま
で加熱し、３０分間撹拌した。混合物を次いで室温まで冷却させた。脱塩水を添加して、
蒸発のために失われた水を補った。
【０２３１】
［アルミナミックスの調製］
　硝酸の２２重量％水溶液２２０重量部と脱塩水８０３０部とを混合することによって、
アルミナミックスを室温で調製した。このミックスに、２７５０部のアルミナ粉末（ＤＩ
ＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加した。さらなる硝酸溶液
を添加することによって、ミックスのｐＨを２．５６に調節した。ミックスを８０℃まで
加熱し、そして３０分間撹拌した。ミックスを室温まで冷却し、使用前に気泡を除去する
ために保持した。
【０２３２】
［受像層コーティングミックスの調製］
　ポリ（ビニルアルコール）の１０重量％水溶液（ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）５４０）１
７５６重量部を混合容器に導入し、撹拌することによって、受像コーティングミックスを
室温で調製した。このミックスに、アルミナミックス８０８０部とノニルフェノール、グ
リシジルポリエーテルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）１６３部とを添加した。
ミックスを室温まで冷却し、使用前に気泡を除去するために保持した。
【０２３３】
［受像層コーティングされたフィルムの調製］
　画像コーティングミックスを４０℃まで加熱し、３０ｆｔ／分の速度で移動する、室温
でプライム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブのアンダ層でコーテ
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ィングされた表面上にコーティングした。受像層コーティングミックス供給速度は２０６
ｇ／分であり、その結果、乾燥受像層コーティング重量は５１ｇ／ｍ２となった。室温の
空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたフィルム
を連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．８～３であった。空
気露点は７～１３℃の範囲であった。
【０２３４】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２３５】
＜実施例１２＞
　以下の変更を加えて、実施例１１の手順を繰り返した。トップバック層コーティングミ
ックス組成物は、８６．２重量％の水、５．２重量％のゼラチン、４．０重量％のカルボ
キシメチラートカゼインナトリウム、２．４重量％の界面活性剤、０．９重量％のポリア
クリルアミド、０．５重量％シリカでコーティングされたポリマビーズ、および０．５重
量％のシリコーンを含み、その結果、乾燥バック層コーティング重量は３．１ｇ／ｍ２と
なり、シリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着量は８６ｍｇ／ｍ２となった
。
【０２３６】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２３７】
＜実施例１３＞
　以下の変更を加えて、実施例１１の手順を繰り返した。トップバック層コーティングミ
ックス組成物は、８５．９重量％の水、５．３重量％のゼラチン、４．０重量％のカルボ
キシメチラートカゼインナトリウム、２．４重量％の界面活性剤、０．９重量％のポリア
クリルアミド、０．８重量％シリカでコーティングされたポリマビーズ、および０．５重
量％のシリコーンを含み、その結果、乾燥バック層コーティング重量は３．２ｇ／ｍ２と
なり、シリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着量は１２９ｍｇ／ｍ２となっ
た。
【０２３８】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２３９】
＜実施例１４＞
　以下の変更を加えて、実施例１１の手順を繰り返した。トップバック層コーティングミ
ックス組成物は、８４．８重量％の水、５．２重量％のゼラチン、４．０重量％のカルボ
キシメチラートカゼインナトリウム、３．５重量％の界面活性剤、１．０重量％のシリコ
ーン、０．９重量％のポリアクリルアミド、および０．３重量％シリカでコーティングさ
れたポリマビーズを含み、その結果、乾燥バック層コーティング重量が３．０ｇ／ｍ２と
なり、シリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着量が４３ｍｇ／ｍ２となった
。
【０２４０】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２４１】
＜実施例１５＞
　以下の変更を加えて、実施例１１の手順を繰り返した。ミドルバック層コーティングミ
ックスおよびボトムバック層コーティングミックスはどちらも、９５．２重量％の水およ
び４．７重量％のゼラチンを含んでいた。この結果、乾燥バック層コーティング重量は２
．５ｇ／ｍ２となり、シリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着量は４３ｍｇ



(40) JP 5872568 B2 2016.3.1

10

20

30

40

50

／ｍ２となった。
【０２４２】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２４３】
＜実施例１６＞
　実施例１２のトップバック層コーティングミックスならびに実施例１５のミドルおよび
ボトムバック層コーティングミックスを使用する以外は、実施例１１の手順を繰り返した
。この結果、乾燥バック層コーティング重量は２．７ｇ／ｍ２となり、シリカでコーティ
ングされたポリマビーズの乾燥付着量は８６ｍｇ／ｍ２となった。
【０２４４】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２４５】
＜実施例１７＞
　実施例１３のトップバック層コーティングミックスならびに実施例１５のミドルおよび
ボトムバック層コーティングミックスを使用する以外は、実施例１１の手順を繰り返した
。この結果、２．７ｇ／ｍ２の乾燥バック層コーティング重量および１２９ｍｇ／ｍ２の
シリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着量が得られた。
【０２４６】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２４７】
＜実施例１８＞
　実施例１４のトップバック層コーティングミックスならびに実施例１５のミドルおよび
ボトムバック層コーティングミックスを使用する以外は、実施例１１の手順を繰り返した
。この結果、乾燥バック層コーティング重量は２．７ｇ／ｍ２となり、シリカでコーティ
ングされたポリマビーズの乾燥付着量は４３ｍｇ／ｍ２となった。
【０２４８】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩに示す。
【０２４９】
＜実施例１９＞
［ボトムバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３０７．０重量部の脱塩水を導入した。４６．０部のゼラチンを撹拌容器
に添加した。ミックスを次いで６０℃まで加熱した。結果として得られた混合物に、３６
重量％の界面活性剤と２．９重量％のプロピオン酸とを含む水溶液２０．８部と、脱塩水
４．３部とを添加し、これを１分間混合させた。結果として得られた混合物に、苛性アル
カリの２５重量％水溶液１．１部と、脱塩水４．１部とを添加し、これを４分間混合させ
た。結果として得られた混合物を４０℃まで冷却させた。
【０２５０】
［ミドルバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、３１９．３重量部の脱塩水を導入した。３８．０部のゼラチンを撹拌容器
に添加した。ミックスを次いで６０℃まで加熱した。結果として得られた混合物に、５重
量％の硫酸を含む水溶液１．２部と、脱塩水３．４部とを添加し、これを４分間混合させ
た。結果として得られた混合物を４０℃まで冷却させた。
【０２５１】
［トップバック層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、８７．４重量％のカルボキシメチラートカゼインナトリウムと８．０重量
％のゼラチンと４．４重量％の水と０．２重量％の界面活性剤とを含む溶液３３．０重量
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部と、９重量％のゼラチンと８重量％のシリカでコーティングされたポリマビーズとを含
む水性混合物４６．１部と、ポリアクリルアミドの２８重量％水溶液２２．８部と、ゼラ
チン２７．５部と、脱塩水３２３．０部とを添加した。ミックスを６０℃まで加熱した。
結果として得られた混合物に、クロムミョウバンの２．２重量％水溶液１２．８部と脱塩
水２８．５部とを添加し、次いでアリールアリールポリエーテルスルホン酸ナトリウムの
８重量％水溶液１１．３部と脱塩水２８．５部とを添加し、続いて１５重量％の１－プロ
パノールと５重量％の両性フッ素化ポリマと５重量％エタノールとを含む水溶液０．８部
と、脱塩水２．８部と、１８重量％の界面活性剤と９重量％のゼラチンと９重量％のシリ
コーンと０．１重量％のプロピオン酸とを含む水溶液４１．８部とを添加し、これを４分
間混合させた。この混合物に、苛性アルカリの２５重量％水溶液３．０部と、脱塩水２．
８部とを添加した。結果として得られた混合物を４０℃まで冷却させた。
【０２５２】
［ＢＶＳＭミックスの調製］
　ビス（ビニルスルホニル）メタン（ＢＶＳＭ）の１．８重量％水溶液も調製した。この
ミックスを、コーティングされる際に、ミドルバック層コーティングミックスとインライ
ン混合し、供給速度は、施用されるＢＶＳＭの総量が、３つのバックコート層中の全ゼラ
チンに対して２重量％となるように選択した。
【０２５３】
［ゼラチンアンダ層コーティングミックスの調製］
　混合容器に、９９８重量部の脱塩水を導入した。７８部のゼラチンを撹拌容器に添加し
、膨張させた。このミックスを６０℃まで加熱した。ミックスを次いで４６℃まで冷却し
た。このミックスに、３５部のボラックス（四ホウ酸ナトリウム十水和物）を添加し、１
５分間保持した。このミックスに、３２．５重量％のスルホン化ポリスチレン（ＶＥＲＳ
Ａ－ＴＬ（登録商標）５０２、ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ）および０．２重量％の殺菌剤（登録
商標）（ＫＡＴＨＯＮ（登録商標）ＬＸ、Ｄｏｗ）の水溶液１２０部を添加し、均一にな
るまで混合した。ミックスを次いで４０℃まで冷却した。ノニルフェノール、グリシジル
ポリエーテルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０Ｇ）２６部および脱塩水３９部を次い
で添加し、均一になるまで混合した。このミックスを室温まで冷却し、保持して、気泡を
消失させた後、使用した。結果として得られたアンダ層コーティングミックス中のボラッ
クスとゼラチンとの重量比は０．４５：１であった。
【０２５４】
［ポリ（ビニルアルコール）ミックスの調製］
　７重量部のポリ（ビニルアルコール）（ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）５４０）を、９３部
の脱塩水を含む混合容器に１０分にわたって５００ｒｐｍで撹拌しながら添加することに
よって、ポリ（ビニルアルコール）ミックスを室温で調製した。この混合物を８５℃まで
加熱し、３０分間撹拌した。混合物を次いで室温まで冷却させた。脱塩水を添加して、蒸
発のために失われた水を補った。
【０２５５】
［アルミナミックスの調製］
　硝酸の９．７重量％水溶液７５．４重量部と、脱塩水７６４．６部とを混合することに
よって、アルミナミックスを室温で調製した。このミックスに、３６０部のアルミナ粉末
（ＤＩＳＰＥＲＡＬ（登録商標）ＨＰ－１４）を３０分にわたって添加した。ミックスを
８０℃まで加熱し、そして３０分間撹拌した。ミックスを室温まで冷却し、使用前に気泡
を除去するために保持した。
【０２５６】
［受像層コーティングミックスの調製］
　４７０部のアルミナミックスを混合容器に導入し、撹拌することによって、受像コーテ
ィングミックスを室温で調製した。ミックスを４０℃まで加熱した。このミックスに、ポ
リ（ビニルアルコール）の７重量％水溶液（ＣＥＬＶＯＬ（登録商標）５４０）１７５重
量部とノニルフェノール、グリシジルポリエーテルの１０重量％水溶液（界面活性剤１０
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Ｇ）１１部とを添加した。３０分後、結果として得られた混合物を室温まで冷却し、使用
前に気泡を除去するために保持した。
【０２５７】
［コーティングされたウェブの調製］
　アンダ層コーティングミックスと３つのバックコートコーティングミックスを、プライ
ム化・サビング化されたポリエチレンテレフタレートウェブに同時に施用して、アンダ層
がウェブの１表面上にコーティングされ、３つのバックコート層がウェブの反対の表面上
にコーティングされ、ボトム層ミックスがウェブに施用され、ミドル層ミックスおよびＢ
ＶＳＭミックスの複合インライン混合物がボトム層コーティングに同時に施用され、そし
てトップ層ミックスがミドル層コーティングに同時に施用されるようにした。バックコー
トミックスの相対的物質供給速度は、ボトム層コーティングミックスについて、中間層コ
ーティングミックスとＢＶＳＭ流れとの組み合わせについて、そしてオーバーコート層コ
ーティングミックスについて、それぞれ３．９：５．８：４．３であった。アンダ層コー
ティングミックス物質供給速度と、ＢＶＳＭ流れを含むバックコートミックスの総物質供
給速度との比は１．５であった。室温空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることに
よって、コーティングされたウェブを連続して乾燥させた。有孔プレートを通した圧力降
下は、Ｈ２Ｏ中で０．２～５の範囲であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であっ
た。
【０２５８】
　バックコート層は合計して４．４ｇ／ｍ２の乾燥コーティング重量および８０ｍｇ／ｍ
２のシリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着量となり、一方、アンダ層乾燥
コーティング重量は５．４ｇ／ｍ２であった。
【０２５９】
　受像層コーティングミックスをアンダ層コーティングに施用し、第２パスで乾燥した。
室温の空気が通り抜ける有孔プレートを通過させることによって、コーティングされたフ
ィルムを連続して乾燥した。有孔プレートを通した圧力降下はＨ２Ｏ中０．２～５の範囲
であった。空気露点は、－４℃～１２℃の範囲であった。受像層乾燥コーティング重量は
４８．２ｇ／ｍ２であった。
【０２６０】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩＩに示す。
【０２６１】
＜実施例２０＞
　以下の手順にしたがって調製されたトップバックコートコーティングミックス以外は、
実施例１９による手順を繰り返した。混合容器に、８７．４重量％のカルボキシメチラー
トカゼインナトリウム、８．０重量％のゼラチン、４．４重量％の水、および０．２重量
％の界面活性剤を含む溶液３３．０重量部、９重量％のゼラチンおよび８重量％シリカで
コーティングされたポリマビーズを含む水性混合物５７．０部、２８重量％ポリアクリル
アミド水溶液２２．８部、ゼラチン２６．５部、ならびに脱塩水３１３．０部を添加した
。ミックスを６０℃まで加熱した。結果として得られた混合物に、２．２重量％クロムミ
ョウバン水溶液１２．８部および脱塩水２８．５部を添加し、次いで８重量％のアリール
アリールポリエーテルスルホン酸ナトリウム水溶液１１．３部および脱塩水２８．５部を
添加し、続いての１５重量％の１－プロパノール、５重量％の両性フッ素化ポリマ、およ
び５重量％のエタノールを含む水溶液０．８部、脱塩水２．８部、ならびに１８重量％の
界面活性剤、９重量％のゼラチン、９重量％のシリコーン、および０．１重量％のプロピ
オン酸を含む水溶液４１．８部を添加し、これを４分間混合させた。この混合物に、２５
重量％苛性アルカリ水溶液３．０部および脱塩水２．８部を添加した。結果として得られ
た混合物を４０℃まで冷却させた。
【０２６２】
　このトップバックコートコーティングミックスを使用した結果、乾燥バック層コーティ
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ング重量は４．３ｇ／ｍ２となり、シリカでコーティングされたポリマビーズの乾燥付着
量は１００ｍｇ／ｍ２となった。
【０２６３】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩＩに示す。
【０２６４】
＜実施例２１＞
　以下の手順にしたがって調製されたトップバックコートコーティングミックス以外は、
実施例１９による手順を繰り返した。混合容器に、８７．４重量％のカルボキシメチラー
トカゼインナトリウムと８．０重量％のゼラチンと４．４重量％の水と０．２重量％の界
面活性剤とを含む溶液３３．０重量部と、９重量％のゼラチンと８重量％シリカでコーテ
ィングされたポリマビーズとを含む水性混合物７１．３部と、ポリアクリルアミドの２８
重量％水溶液２２．８部と、ゼラチン２６．５部と、脱塩水２９９．０部とを添加した。
ミックスを６０℃まで加熱した。結果として得られた混合物に、クロムミョウバンの２．
２重量％水溶液１２．８部と、脱塩水２８．５部とを添加し、次いでアリールアリールポ
リエーテルスルホン酸ナトリウムの８重量％水溶液１１．３部と脱塩水２８．５部とを添
加し、続いて１５重量％の１－プロパノールと５重量％の両性フッ素化ポリマと５重量％
のエタノールとを含む水溶液０．８部と、脱塩水２．８部と、１８重量％の界面活性剤と
９重量％のゼラチンと９重量％のシリコーンと０．１重量％のプロピオン酸とを含む水溶
液４１．８部とを添加し、これを４分間混合させた。この混合物に、苛性アルカリの２５
重量％水溶液３．０部と脱塩水２．８部とを添加した。結果として得られた混合物を４０
℃まで冷却させた。
【０２６５】
　このトップバックコートコーティングミックスの使用により、４．４ｇ／ｍ２の乾燥バ
ック層コーティング重量および１２５ｍｇ／ｍ２のシリカでコーティングされたポリマビ
ーズの乾燥付着量が得られた。
【０２６６】
［コーティングされたフィルムの評価］
　フィルム評価の結果を表ＶＩＩに示す。
【０２６７】
【表６】

　注：
　１．８５％相対湿度で、全てのサンプルの第１ウェッジは０．１２５の湿潤度であり、
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一方、全てのサンプルの第２ウェッジは０．１２５未満の湿潤度であった。
　２．５１％相対湿度で、全てのサンプルの第２ウェッジは完全に乾燥していた。
　３．インク転移測定は、８５％相対湿度、５．７ｐｓｉ（３９ｋＰａ）の圧力下、およ
び１／４インチ×１／４インチのサイズの格子で区切られた正方形で実施した。
　４．バックコート付着性値５が、８５％、５０％、および２０％相対湿度で全てのサン
プルについて達成された。
【０２６８】
【表７】

　注：
　１．８６％相対湿度で、全てのサンプルの第１ウェッジは０．２５～０．５０の湿潤度
であり、一方、全てのサンプルの第２ウェッジは０．１２５未満の湿潤度であった。
　２．インク転移測定は、８６％の相対湿度、０．０８１ｐｓｉ（５６０Ｐａ）の圧力下
、１／８インチ×１／８インチのサイズの格子で区切られた正方形で実施した。
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